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平
成
30
年
度　

第
23
回
松
苓
会
定
期
総
会
開
催

平
成
30
年
度
定
期
総
会
が
6
月
9
日

（
日
）
13
時
か
ら
二
松
學
舍
大
学
九
段
校

舎
1
号
館
11
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
水
戸
英
則
理
事
長
、
菅
原

淳
子
学
長
、
五
十
嵐
清
常
任
理
事
を
お
迎

え
し
、
本
部
役
員
、
及
び
全
国
か
ら
36
支

部
の
支
部
長
が
参
加
し
た
。

出
席
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

来
賓水

戸
英
則　

理
事
長
（
相
談
役
）

菅
原
淳
子　

学
長
（
相
談
役
）

五
十
嵐
清　

常
任
理
事

末
吉
榮
三　
（
顧
問
）

神
津
賢
一
郎
（
顧
問
）

本
部葊

田
克
己
（
会
長
）

新
井
喜
義
・
山
崎
正
伸
（
副
会
長
）

小
林
公
雄
（
幹
事
長
）

常
任
幹
事

平
野
光
治
（
神
奈
川
県
支
部
長
）

佐
藤　

修
・
清
水　

登
・
大
山
由
美
子

神
河
秀
春
・
髙
栁
幸
雄
・
菅
原
義
博

志
村　

孝
・
渡
辺
和
則
・
助
川
忠
弘

幹
事山

﨑
郁
紀
（
北
海
道
地
区
）

宮
本
義
孝
（
東
北
・
岩
手
県
支
部
長
）

辻　

将
一
（
関
東
・
千
葉
県
支
部
長
）

小
島
貴
雄
（
中
部
・
富
山
県
支
部
長
）

武
内
昭
徳
（
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
長
）

平
岡
才
二
郎
（
中
国
・
広
島
県
支
部
長
）

大
西
邦
美
（
四
国
・
香
川
県
支
部
長
）

宮
崎
宣
幸
（
九
州
・
宮
崎
県
支
部
長
）

金
城
健
一
（
沖
縄
・
沖
縄
県
支
部
長
）

小
林
孝
彰
・
持
田
賢
一
・
金
井　

康

星
野
優
子
・
佐
久
間
敦
子
・
小
町
邦
明

中
原
敬
二

監
事畠

山
幸
治
・
木
村
誠
次

支
部
長

増
井
義
昭（
北
海
道
）・柴
垣
博
孝（
青
森
）

二
上
久
芳
（
宮
城
）・
齋
藤　

裕
（
山
形
）

北
村　

博
（
福
島
）・
沼
田
俊
明
（
茨
城
）

寺
内　

進（
栃
木
）・小
石
さ
ち
子（
群
馬
）

青
木
一
弥
（
埼
玉
）・
矢
澤
喜
成
（
東
京
）

板
山
俊
介
（
山
梨
）・
坂
井
福
作
（
新
潟
）

菅
野
成
也
（
石
川
）・
中
道
佳
宏
（
福
井
）

小
川
直
紀（
三
重
）・世
古
幸
生（
大
阪
㈹
）

辻　
　

一（
奈
良
）・明
治
利
隆（
和
歌
山
）

小
谷
章
公
（
鳥
取
）・
永
瀨　

淸
（
岡
山
）

大
倉
明
子
（
徳
島
）・
上
田
善
達
（
愛
媛
）

戸
田　

浩
（
高
知
）・
永
淵
道
彦
（
福
岡
）

黒
瀬
孝
志
郎（
長
崎
）・甲
斐
啓
一
郎（
大
分
）

岡
元
正
昭
（
鹿
児
島
）

事
務
局

間
宮
美
喜

総
会
は
中
原
敬
二
幹
事
の
司
会
に
よ

り
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。
続
い
て
前
年

度
総
会
後
に
物
故
さ
れ
た
松
苓
会
員
及
び

大
学
関
係
者
へ
の
黙
祷
が
あ
っ
た
。

司
会
か
ら
構
成
員
81
名
中
、
出
席
者
59

「
学
生
会
員
に
つ
い
て
」

松
苓
会
長　

葊
田
克
己

本
年
度
の
二

松
學
舍
松
苓
会

（
以
下
、
松
苓

会
）の
総
会
で
、

「
松
苓
会
会
則
」

に
学
生
会
員
に

つ
い
て
の
位
置
づ
け
が
正
式
に
な
さ
れ
ま

し
た
。
い
っ
た
い
何
の
こ
と
だ
か
理
解
に

苦
し
む
方
も
多
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も

う
少
し
わ
か
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、
平

成
14
年
度
の
卒
業
生
か
ら
終
身
会
員
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
年
会

費
制
度
を
改
め
、
卒
業
時
に
終
身
会
費
を

納
入
し
て
、
松
苓
会
正
会
員
と
な
る
制
度

に
変
わ
り
ま
し
た
。
入
会
金
は
昭
和
34
年

頃
か
ら
入
学
時
に
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
入
学
時
と
卒
業
時

の
納
入
金
を
合
わ
せ
て
終
身
会
費
と
し
た

わ
け
で
す
。

こ
の
制
度
を
導
入
し
て
か
ら
約
20
年
が

経
ち
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
財
政
基
盤
が

か
な
り
し
っ
か
り
し
て
き
た
松
苓
会
は
、

年
々
事
業
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
一

昨
年
は
、
創
設
以
来
初
め
て
の
周
年
事
業

で
あ
る
「
松
苓
会
創
設
85
周
年
記
念
」
の

式
典
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
事
業
が
安
定
し
、拡
大
し
て
い
く
中
で
、

時
代
の
変
化
に
も
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
、
将
来
も
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
を
考

え
る
必
要
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
4
年
前
に
、
特
別
委
員
会
と
し
て
将
来

を
見
据
え
た
松
苓
会
を
考
え
る
「
基
本
問

題
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
を
諮
問
し
ま
し
た
。
任
期
は
4

年
で
、
今
年
度
が
最
終
答
申
の
年
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
松
苓
会
奨
学
金
の
貸

与
か
ら
給
付
へ
」（
1
次
答
申
）を
実
現
し
、

今
回「
学
生
会
員
の
会
則
上
の
位
置
づ
け
」

（
2
次
答
申
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
入
会
金
を
納
入
し
て

い
る
の
に
、
位
置
づ
け
や
役
割
が
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
同
窓
会
誌
「
松

苓
会
報
」
の
配
布
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
説
明
く
ら
い
の
取
り
組
み
で
し
た

が
、
よ
り
本
格
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
松
苓
会
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
何
を
し
て
も
ら
う
か
、
何
が
で
き
る

か
を
現
在
、大
学
の
学
生
組
織
で
あ
る「
学

生
会
」
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
取
り

組
み
始
め
た
ば
か
り
で
、
ど
う
な
る
か
は

見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
松
苓
会
に
と
っ
て

は
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国

の
会
員
の
期
待
も
大
き
く
、
学
生
会
員
の

皆
さ
ん
の
動
向
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
最
終
学
歴
と
な
る
わ
が
母

校
は
、
時
代
が
ど
う
変
わ
ろ
う
が
出
身
校

で
あ
り
、
そ
の
仲
間
は
か
け
が
え
の
な
い

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
良
か
れ
悪
し
か

れ
そ
れ
は
生
涯
つ
い
て
回
る
も
の
で
す
。

母
校
が
何
を
し
て
く
れ
た
か
で
は
な
く
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
一
緒
に
活
動
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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○地下鉄 東西線・半蔵門線・新宿線 「九段下」駅下車、2番出口より徒歩8分
○JR「市ケ谷」「飯田橋」駅下車、徒歩15分

※会場には駐車場がありません。お車でのご来場はご遠慮ください。

主催： 学校法人 二松学舎  〒102-8336 東京都千代田区三番町6-16
後援： 文部科学省・東京都教育委員会・千葉県教育委員会・埼玉県教育委員会
 千代田区・公益財団法人 斯文会・漢字文化振興協会・全国漢文教育学会
 日本経済新聞社 人材教育事業局・二松學舍松苓会
協賛： 二松学舎サービス株式会社

【お問い合わせ】 E-mail：rongogak@nishogakusha-u.ac.jp
 TEL：03-3261-1298  FAX：03-3261-1291（平日9：30～16：30）

【お申込み方法】 本学ホームページをご覧のうえ、E-mail、FAXでお申込みください。
 https://www.nishogakusha-u.ac.jp/

10月20日（土）
二松学舎大学 九段1号館B2F 中洲記念講堂

入場無料
事前申込み要  10月19日まで受付。  ※ただし、定員になり次第締め切り。当日は全席自由席。

13：00～17：00（開場予定12：30）

新潟を「世界一幸せな」
まちに!

NSG グループ 代表
㈱アルビレックス新潟 取締役会長

池田　弘氏

本学文学部中国文学科

町　泉寿郎 教授

近世近代の儒学史からみた、
三島中洲の「義利合一論」 と
渋沢栄一の『論語と算盤』

《関連企画》   ● 論語入門：牧角悦子 本学文学部教授　　● 素読実践：石川忠久 本学名誉教授

2018年度

靖国通り

JR総武線

都営新宿線

半
蔵

門
線

靖国神社

日本武道館

2番
出口

西口

目
白
通
り

内
堀
通
り

東
西
線

市ケ谷 飯田橋

二松学舎大学
1号館

九段下３号館

4号館
5号館

2号館

名
、
委
任
状
20
名
の
合
計
79
名
と
の
報
告

が
あ
り
、
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
た
。

葊
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
水
戸

理
事
長
か
ら
、
高
等
教
育
を
め
ぐ
る
動
向

と
法
人
が
取
り
組
ん
で
い
るN

2020

プ

ラ
ン
の
進
捗
状
況
とN

2030

プ
ラ
ン
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
菅
原
学
長
か
ら
は
大

学
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

を
含
め
講
話
が
あ
っ
た
。

新
井
副
会
長
を
議
長
に
選
出
の
後
、
書

記
に
菅
原
義
博
・
志
村　

孝
の
両
常
任
幹

事
を
指
名
、
議
事
録
署
名
人
に
は
大
山
由

美
子
常
任
幹
事
、
青
木
一
弥
埼
玉
県
支
部

長
が
指
名
さ
れ
た
。

議
案
審
議

１　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

２　

平
成
29
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告

３　
「
学
生
会
員
」
設
置
に
伴
う
松
苓

会
会
則
の
改
正
に
つ
い
て

４　

平
成
30
年
度
事
業
方
針
並
び
に
事

業
計
画
案

５　

平
成
30
年
度
松
苓
会
予
算
案

６　

役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の
設
置

並
び
に
総
会
選
出
委
員
の
選
出
に

つ
い
て

諸
報
告

１　

基
本
問
題
検
討
委
員
会
（
第
2
次

答
申
を
含
む
）
に
つ
い
て

２　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

３　

法
人
と
の
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

４　

支
部
運
営
等
に
つ
い
て

議
案
審
議

次
第
に
沿
っ
て
、議
案
の
審
議
が
あ
り
、

1
号
議
案
か
ら
6
号
議
案
ま
で
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

3
号
議
案
の
「
学
生
会
員
」
の
設
置

は
、
基
本
問
題
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受

け
て
、
在
学
中
か
ら
松
苓
会
の
活
動
に
関

わ
り
、
松
苓
会
に
対
し
て
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
い
、
卒
業
後
は
正
会
員
の
資
格
を

有
し
て
松
苓
会
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
を

期
待
す
る
。
併
せ
て
入
学
時
に
入
会
金
を

納
入
し
て
い
る
在
学
生
の
松
苓
会
に
お
け

る
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
の
会
則

改
正
で
あ
る
（
次
頁
参
照
）。

4
号
議
案
の
事
業
方
針
並
び
に
事
業
計

画
は
、
ほ
ぼ
前
年
度
に
準
じ
た
内
容
。

6
号
議
案
は
、
今
期
の
役
員
の
任
期
が

今
年
度
末
で
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
う
次

期
役
員
候
補
者
選
考
の
委
員
会
設
置
に
関

す
る
も
の
。
松
苓
会
則
、
及
び
同
細
則
の

規
定
に
基
づ
く
委
員
会
設
置
を
確
認
し
、

総
会
選
出
委
員
の
選
出
（
3
人
）
を
総
会

後
に
行
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

二
松
學
舍
松
苓
会
幹
事
会

総
会
に
先
立
っ
て
、
幹
事
会
が
午
前
11

時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
本
部
の
三
役
、
常

任
幹
事
、幹
事
、監
事
の
30
名
が
出
席
（
構

成
員
43
名
。
他
に
委
任
状
11
名
）、
総
会

に
提
案
す
る
議
案
に
つ
い
て
の
説
明
と
そ

れ
ぞ
れ
に
対
す
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。

総
会
に
提
案
す
る
議
案
に
つ
い
て
の
理

解
が
得
ら
れ
、
短
い
時
間
の
中
で
効
率
的

に
審
議
が
進
ん
だ
。
役
員
候
補
者
選
考
委

員
会
の
幹
事
会
選
出
委
員
の
選
出
は
、
総

会
終
了
後
幹
事
の
み
の
幹
事
会
で
お
こ
な

う
こ
と
を
了
承
し
た
。

松
苓
会
後
援
の
大
学
行
事
ご
案
内

本
年
度
も
母
校
支
援
事
業
と
し
て
、
次

の
教
育
事
業
を
後
援
し
て
い
ま
す
。

1．期　日  平成30年10月21日（日）

2．会　場  二松學舍大学 九段校舎 1号館

3．研究大会概要
●開会式 10時～
●第1部『講演会』10時20分～

講演者　文部科学省初等中等教育局 視学官
　　　大滝　一登　先生

演　題　 これからの時代の
　　　　国語科教育の方向性

●昼食・休憩 12時～

●第2部『校種別分科会』13時30分～
分科会Ａ「小学校・国語」
　提案者　埼玉県本庄市立 本庄東小学校 佐久間　舞 教諭
　テーマ
　　『小学校における国語科と読書指導』

分科会Ｂ「中学校・国語」
　提案者　千葉県千葉市立 高洲第一中学校 滝口　大介 教諭
　テーマ
　　『自信をもって自分の考えを表現する生徒の育成』

分科会Ｃ「高等学校・国語」
　提案者　茨城県立 結城第二高等学校 佐藤　　剛 教頭
　テーマ
　　『思考力・判断力・表現力を伸長する単純明快な授業事例』
　　　～生徒の自主性に訴えかけ、自らの課題を解決する態度を自然に育む～

●閉会式 15時30分～

4．懇親会  13階ラウンジ 15時45分
主　催 二松學舍大学
後　援 東京都教育委員会、千代田区教育委員会、埼玉県教育委員会

千葉県教育委員会、神奈川県教育委員会、栃木県教育委員会
群馬県教育委員会、茨城県教育委員会、我孫子市教育委員会
二松學舍松苓会 （申請中）

連絡先 二松學舍大学　教職支援センター事務室
〒102-8336 千代田区三番町6-16
TEL：03-3261-1375  FAX：03-3261-1379

第
二
十
四
回  

二
松
學
舍
大
学
教
育
研
究
大
会

平
成
三
十
年
度

主　　催：二松學舍大学
後　　援：文部科学省／毎日新聞社／日本経済新聞社

全国漢文教育学会／全国高等学校国語教育研究連合会
全日本漢詩連盟／（公社）全日本書道教育協会
（一社）漢字文化振興協会／二松學舍松苓会（※すべて申請中）

協　　賛：アサヒ飲料株式会社／株式会社大塚商会
株式会社三省堂書店／ステッドラー日本株式会社

定期総会で挨拶する水戸理事長

幹事会で挨拶する葊田会長
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定
期
総
会
後
の
懇
親
会

定
期
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
昨
年
度
と

同
じ
九
段
上
の
中
国
料
理
店
「
小
星
星
」

で
行
わ
れ
た
。
総
会
参
加
の
支
部
長
、
本

部
役
員
な
ど
40
名
が
参
加
し
た
。

新
任
の
常
任
幹
事
、
事
務
局
長

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
5
月
20
日
付
）

常
任
幹
事　
　

渡
辺
和
則
（
特
）

事
務
局
長　
　

佐
藤　

修
（
文
41
）

支
部
長
交
代

（
平
成
30
年
4
月
9
日
付
）

　

宮
城
県　

（新）
二
上
久
芳
（
文
44
）

　
　
　
　
　

（前）
千
葉　

仁
（
文
27
）

役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員

総
会
選
出　
　

　
　

辻　

将
一
支
部
長
（
千
葉
県
）

　
　

矢
澤
喜
成
支
部
長
（
東
京
都
）

　
　

平
野
光
治
支
部
長
（
神
奈
川
県
）

幹
事
会
選
出　

　
　

小
島
貴
雄
幹
事
（
中
部
地
区
・

　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
県
支
部
長
）

　
　

金
井　

康
幹
事
（
学
外
）

　
　

中
原
敬
二
幹
事
（
学
内
）

常
任
幹
事
会
選
出

　
　

大
山
由
美
子
常
任
幹
事　
　
　

　
　

菅
原
義
博
常
任
幹
事

　
　

高
橋
映
子
常
任
幹
事

二
松
學
舍
松
苓
会
会
則
の
改
正

学
生
会
員
設
置
に
伴
う
会
則
改
正
は
、

次
の
と
お
り
。（
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
）

○
第
5
条
第
1
項
第
3
号
の
次
に
、
第
4

号
を
加
え
る
。

四　

学
生
会
員　

本
学
の
学
部
及
び

大
学
院
在
籍
者

○
第
9
条
第
2
項
及
び
第
3
項
並
び
に
第

4
項
（
イ
）
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

２　

副
会
長
は
、
第
5
条
第
1
項
第
1

号
か
ら
第
3
号
に
規
定
す
る
会
員
の

な
か
か
ら
幹
事
会
に
お
い
て
選
出
す

る
。

３　

常
任
幹
事
は
、
第
5
条
第
1
項
第

1
号
か
ら
第
3
号
に
規
定
す
る
会
員

の
な
か
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

４　

幹
事
は
、（
イ
）
第
5
条
第
1
項

第
1
号
か
ら
第
3
号
に
規
定
す
る
会

員
の
な
か
か
ら
会
長
の
指
名
し
た
者

○
第
9
条
第
6
項
を
次
の
と
お
り
改
め

る
。

６　

監
事
は
、
第
5
条
第
1
項
第
1
号

か
ら
第
3
号
に
規
定
す
る
会
員
の
な

か
か
ら
幹
事
会
に
お
い
て
選
出
し
、

総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

○
附
則
13
を
14
に
繰
り
下
げ
、
次
の
附
則

13
を
加
え
る
。

附
則
（
平
成
30
年
6
月
9
日
）

13　

本
会
則
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日

か
ら
施
行
す
る
。

学
生
会
執
行
部
と
の
話
し
合
い

定
期
総
会
で
「
学
生
会
員
」
設
置
が
承

認
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
葊
田
会
長
、
小

林
幹
事
長
が
6
月
17
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
学
生
会
執
行
委
員
会
主
催
の
九
段
祭
Ｐ

Ｏ
Ｐ
を
見
学
し
た
。

8
月
3
日
（
金
）
第
1
回
の
学
生
会
と

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
学
生
会
側
か

ら
は
宮
下
凌
輔
会
長
、
赤
津
紗
来
副
会
長

が
、
大
学
側
か
ら
馬
淵
学
生
支
援
課
長
が

出
席
、
松
苓
会
か
ら
は
葊
田
会
長
以
下
三

役
が
出
席
し
た
。

葊
田
会
長
が
、学
生
会
員
設
置
の
趣
旨
、

松
苓
会
活
動
の
状
況
等
を
説
明
、
宮
下
学

生
会
長
か
ら
、
学
生
会
活
動
の
状
況
等
の

説
明
が
あ
っ
た
。
今
後
継
続
し
て
話
し
合

い
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

平
成
30
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　開

催
日　

平
成
30
年
11
月
3
日
（
土
）

会　

場　

九
段
校
舎
1
号
館
・
2
号
館

　

作
品
展　

11
月
2
日　

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　

11
月
3
日　

10
時
～
16
時

平
成
30
年
度
卒
業
生
名
刺
交
換
会

開
催
日　

平
成
31
年
2
月
23
日
（
土
）

会　

場　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

附
属
高
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
に

支
援
金
贈
呈　

東
東
京
大
会
で
優
勝
し
、
2
年
連
続
3

度
目
の
夏
の
甲
子
園
大
会
出
場
を
決
め
た

附
属
高
校
野
球
部
を
支
援
す
る
た
め
、
8

月
3
日
、
葊
田
克
己
会
長
が
附
属
高
等
学

校
を
訪
問
、
本
城
学
校
長
に
支
援
金
50
万

円
を
贈
っ
た
。

総会後の懇親会
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平成 29 年度　松苓会収支決算書
平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 3,099,709 
入 　 会 　 金 3,740,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 9,750,000 
既 卒 者 終 身 会 費 310,000 
小 　 　 　 計 10,060,000 
寄 付 金 635,000 
雑 収 入 ・ 利 息 5,277 

合　　　　計 17,539,986
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷 ・ 制 作 費 1,234,440 
発 送 費 715,172 

『 茯 苓 』 発 行 費 0 
小 　 　 　 計 1,949,612 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 482,477 
卒 業 生 名 刺 交 換 会 費 300,000 
免 許 状 更 新 講 習 交 流 会 費 67,252 
小 　 　 　 計 849,729 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,218,496 
支 部 報 発 行 助 成 費 277,615 
支 部 強 化 助 成 費 0 
同 期 会 等 助 成 費 50,000 
小 　 　 計 1,546,111 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 150,000 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,650,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 200,000 
教 育 支 援 助 成 費 723,602 
卒 業 記 念 品 費 793,000 
小 　 　 計 1,816,602 
事 業 費 合 計 7,812,054 

運営費
会 議 費 151,257 
旅 費 ・ 交 通 費 1,866,086 
職 務 費 312,000 
通 信 費 110,228 
備 品 費 189,172 
印 刷 費 288,598 
消 耗 品 費 43,720 
慶 弔 費 124,611 
謝 礼 金 0 
手 数 料 32,472 
雑 　 費 0 
運 営 費 合 計 3,118,144 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,665,000 
特 別 会 計 合 計 3,665,000  
予 備 費 550,000
合 計 15,145,198

平成 29 年度　松苓会特別会計決算書
1　松苓会基金

（単位：円）
平成 28 年度からの繰越 2,000,317
利　　　息 13

合　　　　　　計 2,000,330
2　周年事業積立金

（収入の部）
平成 28 年度からの繰越 4,756,645
平成 29 年度繰入 1,000,000
利　　　息 164

合　　　　　　計 5,756,809
（支出の部）

創立 140 周年記念事業に寄付 5,000,000
手数料 864
　合　　　　　　計 5,000,864

○収支残高 755,945
3  終身会員積立金

（収入の部）
平成 28 年度からの繰越 64,735,752
平成 29 年度繰入 2,665,000
利　　　息 3,721

合 　 　 　 　 　 　 計 67,404,473
（支出の部）

終身会員サービス費( 会報 59号発送費１回分 ) 806,021
手　数　料 864

合　　　　　　計 806,885
○収支残高 66,597,588
4　松苓会奨学金  

（収入の部）
平成 28 年度からの繰越 6,391,212
平成 29 年度繰入 500,000
平成 29 年度貸与返還金 296,000
利　　　　　　息 55
合　　　　　　計 7,187,267

（支出の部）
平成 29 年度給付奨学金 0

○収支残高 7,187,267

平成 29 年度会計収支決算は以上のとおりです。

　　　　　平成 30 年４月 24 日
　　　　　　　　　二松學舍松苓会会長　　　　葊田　克己　㊞
　　　　　　　　　二松學舍松苓会事務局　　　間宮　美喜　㊞

会計監査報告書
　平成 29 年度（平成 29 年 4 月1日～平成 30 年 3 月 31日）の会計執
行状況について監査の結果、諸帳簿の整備、ならびに、金銭の管理状況
は適正であり、収支に誤りのないことを認めたのでここに報告致します。
平成 30 年 4 月 24 日 
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　畠山　幸治　㊞
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　木村　誠次　㊞

平成 30 年度　松苓会予算
平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 2,394,788 
入 　 会 　 金 4,045,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 9,600,000 
既 卒 者 終 身 会 費 400,000 
小 　 　 　 計 10,000,000 
寄 付 金 400,000 
雑 収 入 ・ 利 息 5,000 

合　　　　計 16,844,788 
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷 ・ 制 作 費 700,000 
発 送 費 800,000 

『 茯 苓 』 発 行 費 0 
小 　 　 　 計 1,500,000 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 800,000 
卒 業 生 名 刺 交 換 会 費 300,000 
免 許 状 更 新 講 習 交 流 会 費 100,000 
小 　 　 　 計 1,200,000 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,500,000 
支 部 報 発 行 助 成 費 300,000 
支 部 強 化 助 成 費 100,000 
同 期 会 等 助 成 費 100,000 
小 　 　 計 2,000,000 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 150,000 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,650,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 200,000 
教 育 支 援 助 成 費 800,000 
卒 業 記 念 品 費 800,000 
学 生 会 員 活 動 支 援 費 300,000 
小 　 　 計 2,200,000 
事 業 費 合 計 8,550,000 

運営費
会 議 費 200,000 
旅 費 ・ 交 通 費 2,300,000 
職 務 費 350,000 
通 信 費 150,000 
備 品 費 250,000 
印 刷 費 350,000 
消 耗 品 費 50,000 
慶 弔 費 150,000 
謝 礼 金 10,000 
手 数 料 50,000 
雑 　 費 20,000 
運 営 費 合 計 3,880,000 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,624,000 
特 別 会 計 合 計 3,624,000 
予 備 費 790,788 
合 計 16,844,788 

平成 30 年度　松苓会特別会計予算
1　松苓会基金

（単位：円）
平成 29 年度からの繰越 2,000,330
利　　　息 13

合　　　　　　計 2,000,343
2　周年事業積立金

（収入の部）
平成 29 年度からの繰越 755,945
平成 30 年度繰入 1,000,000
利　　　息 10

合　　　　　　計 1,755,955
3  終身会員積立金

（収入の部）
平成 29 年度からの繰越 66,597,588
平成 30 年度繰入 2,624,000
利　　　息 3,800

合　　　　　　計 69,225,388
（支出の部）

終身会員サービス費（会報 61 号、印刷・制作費、発送費） 1,550,000
手　数　料 864

合　　　　　　計 1,550,864
4　松苓会奨学金  

（収入の部）
平成 29 年度からの繰越 7,187,267
平成 30 年度繰入 500,000
平成 30 年度貸与返還金 792,000
利　　　　　　息 55
合　　　　　　計 8,479,322

（支出の部）
平成 30 年度給付奨学金 930,000
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弘
前
・
五
所
川
原
方
面
か
ら
中
道
幸
子
さ

ん
と
齋
藤
篤
志
さ
ん
が
、
ま
た
、
む
つ
市

か
ら
は
山
口
ゆ
り
子
さ
ん
と
阿
部
俊
一
さ

ん
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
、

中
道
さ
ん
と
齋
藤
さ
ん
か
ら
、
八
戸
三
社

大
祭
も
見
ら
れ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
の

言
を
頂
き
、
こ
の
上
な
く
嬉
し
く
思
っ
た

次
第
で
す
。

支
部
長
挨
拶
の
後
、
自
己
紹
介
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
３
分
以
上
は
話
す
と

い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
ら
、
20
分
以
上
お

話
さ
れ
る
方
も
出
て
、
ま
た
、
話
し
足
り

な
い
方
も
出
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
終

了
予
定
時
刻
が
大
幅
に
伸
び
る
ほ
ど
で
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
鴨
沢
和
喜
さ
ん
と
中

道
幸
子
さ
ん
が
二
松
學
舍
に
入
学
し
て
か

ら
50
年
目
の
節
目
に
当
た
る
と
の
こ
と
。

お
二
方
に
は
、
誠
に
め
で
た
い
節
目
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
参
加
の
方
々
か
ら
、
地
方
出
身

者
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、ま
た
、

青
森
県
か
ら
の
在
学
者
が
14
名
し
か
い
な

い
こ
と
に
対
す
る
憂
慮
の
声
が
挙
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
有
効
な
手

立
て
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
嘆
息
も
。
二

松
學
舍
が
、
東
京
に
あ
る
地
方
大
学
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
時
代
の
流
れ
に
抗
う
こ
と
の
難

し
さ
は
承
知
の
上
で
、
県
支
部
と
し
て
も

無
い
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
少
し
で
も
寄
与

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
８
月
３
日
（
土
）
に
八
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

皆
様
の
御
参
加
を
願
い
ま
す
。
な
お
、
今

年
度
も
県
支
部
報
を
発
行
す
る
予
定
で

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

柴
垣
博
孝

本
年
度
の
青
森
県
支
部
の
集
い
は
、
８

月
４
日
〈
土
〉
に
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
夏
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
涼
し
さ
。
と
は
言

え
、
青
森
市
で
は
ね
ぶ
た
祭
が
開
催
さ

れ
、
八
戸
市

で
は
三
社
大

祭〈
後
夜
祭
〉

が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の

熱
気
に
誘
わ

れ
て
支
部
長

挨
拶
の
前
か

ら
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し

た
。今

回
は
、

八戸プラザホテルにて

青
森
県
支
部

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

北
海
道
支
部

◆
支
部
総
会　
　

 
支
部
長　

増
井
義
昭

松
苓
会
北
海
道
支
部
総
会
が
8
月
18
日

18
時
よ
り
、札
幌
市
中
央
区
の
居
酒
屋「
緋

焔
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
部
よ
り
小
林
公
雄
幹
事
長

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前

支
部
長
の
奥
村
悠
二
郎
氏
（
文
36
）
や
今

春
定
年
退
職
さ
れ
た
花
木
弘
氏
（
文
49
）、

佐
賀
敦
司
氏
（
文
49
）
な
ど
支
部
会
員
9

名
が
出
席
し
、
総
勢
10
名
で
の
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
総
会
で
は
、
20
余
年
に
わ
た

り
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
山
﨑
郁
紀
氏

（
文
36
）
の
退
任
に
伴
う
役
員
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
事
務
局
長
に
若
松
顕
仁

氏
（
文
56
）

が
選
出
さ

れ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
佐

賀
敦
司
氏

（
文
49
）
に

は
副
支
部
長

と
し
て
就
任

い
た
だ
き
、

増
井
支
部
長

を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

体
制
の
も
と
、
ま
す
ま
す
活
発
な
支
部
活

動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
平
成
29
年
度
決
算
及
び
30
年
度

予
算
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
よ
り

会
費
や
通
信
費
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
健
全
財
政
の
も
と
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
4
年
ぶ
り
に
来
道
い
た
だ
き
ま

し
た
小
林
幹
事
長
と
は
、
他
府
県
の
各
支

部
の
取
組
や
、
役
員
の
後
継
育
成
な
ど
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
甲

子
園
第
100
回
記
念
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
附
属
高
校
野
球
部
に
関
す
る
「
新
聞
の

号
外
」
や
応
援
の
た
め
に
作
成
し
た
「
う

ち
わ
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
総
会
、
懇
親
会
を
終
え
た
会
員
一

行
は
、
小
林
幹
事
長
を
お
誘
い
し
て
北
海

道
名
物
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
シ
メ

パ
フ
ェ
」
を
食
し
に
、
札
幌
駅
地
下
街
に

あ
る
老
舗
甘
味
処
「
サ
ン
ロ
ー
ゼ
」
へ
と

歩
き
出
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

来
賓　

小
林
公
雄
（
本
部
幹
事
長　

文
38
）

増
井
義
昭
（
文
39
）・
山
﨑
郁
紀
（
文
36
）

奥
村
悠
二
郎
（
文
36
）・花
木　

弘
（
文
49
）

札幌市・居酒屋「緋焔」にて

佐
賀
敦
司
（
文
49
）・
若
松
顕
仁
（
文
56
）

永
田
哲
之
（
文
65
）・
富
永
貴
之
（
文
65
）

佐
々
木
伸
（
文
74
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
57
号　

平
成
30
年
7
月
20
日
発
行

・
支
部
会
員
の
異
動

・
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
平
成
30
年
支
部
新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
・
平
成
30
年
度
支
部
総
会
の
ご
案
内

・
大
学
ト
ピ
ッ
ク

　
　

今
年
度
も
道
内
か
ら
入
学
し
ま
し
た

　
　

九
段
5
号
館
利
用
開
始
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長
を
お
呼
び
す
る
そ
う
で
す
。

総
会
に
集
ま
り
懇
親
会
で
忌
憚
の
な
い

意
見
を
交
し
合
う
内
、
仲
間
意
識
も
深
ま

り
、
気
安
く
お
願
い
し
た
り
引
き
受
け
た

り
で
き
る
雰
囲
気
が
育
っ
て
き
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
支
部
会
員
に
は
博
物
館
だ
け
で

な
く
、
生
涯
学
習
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
郷
土
史
研
究
な
ど
に
お
い
て
エ
キ

ス
パ
ー
ト
な
人
た
ち
が
沢
山
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
今
回
か
ら
は
岩
手
大
学
教
授
で
あ

る
会
員（
藪
氏
）も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
何
事
に
も
支
部
長
が
中
心

に
な
っ
て
行
う
と
云
う
発
想
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
に
銘
々
の
会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、他
の
会
員
の
特
性
を
活
用
し
、

自
分
の
仕
事
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
の
も

支
部
活
動
の
一
つ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
動
き
で
す
が
、
大
事
に
育
て
る

価
値
の
あ
る
動
き
で
す
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
79
号　

平
成
30
年
4
月
19
日

・
佐
佐
木
鍾
三
郎
先
生
小
伝

○
特
別
号　

平
成
30
年
7
月
22
日
発
行

・
支
部
会
員
の
近
況

○
第
80
号　

平
成
30
年
8
月
2
日
発
行

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
終
え
て

○
第
81
号　

平
成
30
年
８
月
24
日
発
行

・
大
星
栄
子
さ
ん
突
然
の
ご
逝
去

岩
手
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

宮
本
義
孝

平
成
30
年
7
月
22
日
（
日
）

於
「
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
」

〈
参
加
者
〉　　
　
　
　
　
　
　

山
崎
正
伸
（
松
苓
会
副
会
長　

文
41
）

小
山
尊
史
（
文
27
）・
木
村
雄
次
（
文
31
）

伊
藤
慶
子
（
文
38
）・
目
黒　

泰
（
文
38
）

川
村
敏
明
（
文
40
）・
高
橋
良
光
（
文
41
）

高
橋
廣
至
（
文
46
）・
藪　

敏
裕
（
文
51
）

宮
本
義
孝
（
文
32
）
以
上
10
名

こ
れ
ま
で
の
支
部
活
動
は
、
総
会
・
懇

親
会
の
開
催
と
支
部
報
発
行
の
二
つ
で
し

た
。
他
に
計
画
を
立
て
て
も
予
算
的
に
も

労
力
的
に
も
実
行
に
移
す
力
が
小
支
部
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、
今
回
は
会
員
の
内
か
ら
新
し

い
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

町
の
要
請
で
図
書
館
事
業
の
活
性
化
に

携
わ
っ
て
い
る
支
部
会
員
が
、
働
き
の
一

環
と
し
て
県
立
博
物
館
の
館
長
で
あ
る
会

員
（
高
橋
廣
至
氏
）
に
講
演
会
の
講
師
を

依
頼
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
「
ふ

る
さ
と
大
学
」
の
運
営
に
係
わ
っ
て
い
る

会
員
も
、
来
年
の
集
ま
り
に
は
博
物
館
館

す
。

〈
参
加
者
〉

山
口
ゆ
り
子
（
文
39
）・
鴨
沢
和
喜
（
文
41
）

中
道
幸
子
（
文
41
）・
大
庭
文
武
（
文
42
）

柴
垣
博
孝
（
文
44
）・
齋
藤
篤
志
（
文
49
）

佐
々
木
周
子
（
文
50
）・
阿
部
俊
一
（
文
53
）

八
木
田
一
義
（
文
64
）・
長
野
賢
司
（
文
64
）

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

齋
藤　

裕

平
成
30
年
6
月
23
日
（
土
）
14
：
00
～

18
：
00

山
形
県
支
部

山
形
市　
　

山
形
国
際
ホ
テ
ル

今
年
の
総
会
は
10
回
目
と
い
う
節
目
に

あ
た
り
、松
苓
会
副
会
長
の
新
井
喜
義
氏
、

二
松
學
舎
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授
原

由
来
恵
氏
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
山

形
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
参
加
は

8
名
で
し
た
。

総
会
の
後
に
、
原
教
授
の
「『
歌
枕
見

て
参
れ
』
私
見
」
と
い
う
演
題
で
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
原
教
授
は
、
清
少
納
言

の
恋
人
と
い
わ
れ
る
藤
原
実
方
が
「
奥
州

へ
な
が
さ
れ
た
り
」
と
い
う
平
家
物
語
の

記
述
に
疑
問
を
持
た
れ
、
歯
切
れ
の
よ
い

潑
剌
と
し
た
語
り
で
、
そ
の
疑
問
を
裏
付

け
る
根
拠
を
挙
げ
な
が
ら
、
実
方
は
左
遷

で
は
な
か
っ
た
と
の
私
見
（
仮
説
）
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ

う
な
、
懐
か
し
く
も
楽
し
い
気
持
ち
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
、
80
分
で
し
た
。
懇
親

会
で
は
新
井
副
会
長
よ
り
、
群
馬
と
山
形

の
縁
の
あ
る
同
窓
生
と
し
て
、
群
馬
県

教
育
界
で
功

績
の
あ
っ
た

故
小
松
恭
己

さ
ん
（
専
２

　

山
形
県
出

身
）
の
紹
介

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

両
氏
か
ら
は

支
部
報
へ
の

寄
稿
を
快
諾

い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い

群
馬
県
支
部

◆
支
部
報
発
行

○
第
47
号　

平
成
30
年
3
月
1
日
発
行

・
新
春
を
迎
え
て　
　
　
　

小
石
さ
ち
子

・
東
京
支
部
総
会
に
参
加
し
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
茂
治

・
平
成
30
年
度
総
会
・
新
年
会
開
催

・
松
苓
群
馬
支
部
文
学
散
歩　

高
柳　

薫

・
続
・
群
馬
に
来
て
知
る
二
松
學
舍
と
の

縁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

桂

・
平
成
29
年
度
事
業
報
告

・
平
成
29
年
度
会
計
報
告

・
第
6
回
群
馬
松
苓
会
書
展
報
告

・
支
部
会
費
納
入
方
法
に
つ
い
て

山形国際ホテルにて

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
総
会
は
原
、
新
井
両
氏
を
お
迎

え
し
、
充
実
し
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
自

力
で
、
参
加
し
た
く
な
る
総
会
、
読
ん
で

み
た
く
な
る
支
部
報
を
目
標
に
、
会
員
の

方
の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
支
部
運
営

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
参
加
者
〉

来
賓

文
学
部
教
授　
　

原
由
来
恵
（
文
63
）

松
苓
会
副
会
長　

新
井
喜
義
（
文
37
）

支
部
会
員

齋
藤　

裕
（
文
38
）
樋
口
栄
寛
（
文
39
）

斎
藤
善
明
（
文
48
）
斎
藤
智
子
（
文
48
）

馬
場
重
行
（
文
48
）
今
野
紀
生
（
文
55
）

西
田
裕
子
（
文
55
）
佐
藤
順
子
（
文
56
）
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た
。
た
だ
し
、
ま
だ
現
職
で
あ
る
た
め
、

今
年
度
は
、
幹
事
と
い
う
職
で
お
力
添
え

を
戴
き
、
そ
の
間
、
辻
支
部
長
か
ら
、
時

間
を
か
け
て
引
継
ぎ
を
し
て
戴
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

辻
支
部
長
は
、
前
千
葉
県
支
部
長
・
大

山
徳
高
氏
（
二
松
學
舍
大
学
元
理
事
長
）

か
ら
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
10
年
間
、
千
葉

県
支
部
長
と
し
て
尽
力
な
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
獅
子
奮
迅
の
ご
活
躍
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
二
松
學

舍
大
学
文
学
部
・
原
由
来
恵
教
授
よ
り
、

「
禁
じ
ら
れ
た
恋
『
伊
勢
物
語
』」
と
題

し
、
約
１
時
間
30
分
の
お
話
を
賜
り
ま
し

た
。
講
演
は
、
初
段
か
ら
六
段
ま
で
の
原

文
を
用
い
な
が

ら
、
丁
寧
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、「
伊

勢
物
語
」
に
用
い

ら
れ
て
い
る
仕
掛

け（
レ
ト
リ
ッ
ク
）

を
説
き
明
か
し
な

が
ら
、「『
伊
勢
物

語
』
の
歌
物
語
と

し
て
の
面
白
さ

と
、
読
み
手
に
与

え
る
連
想
と
展
開

の
レ
ト
リ
ッ
ク
の

面
白
さ
に
つ
い
て

紹
介
す
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。
講

演
終
了
後
も
、
出

席
の
会
員
か
ら
多

東
京
都
支
部

◆
総
会　
　
　

 

副
支
部
長　

前
田
康
晴

平
成
30
年
８
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時

20
分
よ
り
、「
千
葉
県
文
化
会
館
」
に
て
、

平
成
30
年
度
二
松
學
舍
松
苓
会
千
葉
支
部

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

22
名
と
、
昨
年
度
よ
り
も
４
名
多
い
同
窓

生
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た

さ
て
、
総
会
は
、
田
邉
義
博
副
支
部
長

の
開
会
の
辞
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。次
に
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
二
松
學
舍
大
学
元
理
事

長
・
佐
佐
木
鍾
三
郎
氏
、
西
日
本
豪
雨
災

害
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
百
田
氏

並
び
に
、
今
年
一
年
の
間
に
御
逝
去
さ
れ

た
同
朋
を
偲
び
、
一
分
間
の
黙
禱
を
致
し

ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、
辻
将
一
支
部
長

か
ら
御
挨
拶
と
来
賓
の
御
紹
介
を
致
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
多
く
の
議
事
が
あ
る
た

め
、
来
賓
の
方
々
の
御
挨
拶
に
つ
き
ま
し

は
懇
親
会
に
お
い
て
ゆ
っ
く
り
戴
く
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
屋
誠
氏
を

議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
辻
将
一
支
部
長
か
ら
（
1
）
平

成
29
年
度
活
動
・
決
算
報
告
、（
2
）
平

成
30
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応

答
の
後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
了
承
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、（
3
）
役
員
人
事

に
つ
い
て
の
報
告
・
依
頼
・
打
診
が
あ
り

ま
し
た
。
辻
支
部
長
か
ら
、
次
期
千
葉
支

部
長
を
千
葉
県
立
九
十
九
里
高
等
学
校

長
・
河
野
千
津
子
氏
（
文
49
回
）
に
、
引

き
継
い
で
戴
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

河
野
氏
に
は
そ
れ
を
了
承
し
て
戴
き
ま
し

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

矢
澤
喜
成

平
成
30
年
7
月
21
日
（
土
）

於
二
松
學
舍
大
学
九
段
校
舎
1
号
館

片
山
聖
英
幹
事
長
の
司
会
に
よ
り
、
矢

澤
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
神
河
秀
春
常
任

幹
事
を
議
長
に
選
出
し
た
。
中
原
敬
二
事

務
局
長
に
よ
る
活
動
報
告
・
計
画
、
会
計

報
告
・
予
算
案
、
渡
辺
大
雄
監
事
に
よ
る

監
査
報
告
と
議
事
は
進
み
、
最
後
に
、
髙

橋
映
子
常
任
幹
事
よ
り
、「
復
活
！
歴
史

文
学
散
歩　

お
く
の
細
道
か
ら
330
年　

芭

蕉
を
偲
ぶ
下
町
・
江
戸
散
策
～
墨
田
区
・

江
東
区
編
」
の
案
内
が
あ
っ
た
。

講
演
会
後
の
懇
親
会
は
、
13
階
ラ
ウ
ン

ジ
で
行
わ
れ

た
。
菅
原
義

博
常
任
幹
事

の
司
会
に
よ

り
、
葊
田
克

己
松
苓
会
会

長
・
平
野
光

治
神
奈
川
県

支
部
長
・
辻

将
一
千
葉
県

支
部
長
・
高

柳
薫
群
馬
県

副
支
部
長
に

大学九段１号館にて

く
の
質
疑
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
後
、午
後
４
時
20
分
よ
り
、

こ
こ
数
年
ご
協
力
を
戴
い
て
い
る
竹
内
恵

子
氏（
文
34
）経
営
の「
喫
茶
ボ
ン
ヴ
ィ
ル
」

に
て
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年

も
午
後
10
時
近
く
ま
で
、
過
ぎ
ゆ
く
刻
を

忘
れ
て
の
歓
談
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も

松
苓
会
本
部
や
、
遠
く
東
京
支
部
・
神
奈

川
支
部
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

〈
来
賓
〉

松
苓
会
会
長　

葊
田
克
己
（
文
38
）

松
苓
会
幹
事　

持
田
賢
一
（
文
40
）

神
奈
川
支
部
長　

平
野
光
治
（
文
40
）

東
京
支
部
長　

矢
澤
喜
成
（
文
50
）

東
京
支
部
幹
事
長　

片
山
聖
英
（
文
50
）

東
京
支
部
監
事　

渡
辺
大
雄
（
文
65
）

〈
講
師
〉

文
学
部
教
授　

原
由
来
恵
（
文
63
）

〈
参
加
者
〉

竹
内
恵
子　
（
文
34
）
大
山
徳
高
（
文
36
）

木
村
行
幸　
（
文
38
）
小
林
政
明
（
文
39
）

藤
本
敏
雄　
（
文
40
）
廣
川　

實
（
文
40
）

今
城
昭
二　
（
文
41
）
行
木
康
夫
（
文
44
）

辻　

将
一　
（
文
45
）
田
邉
義
博
（
文
46
）

河
野
千
津
子（
文
49
）
前
田
康
晴
（
文
49
）

土
屋　

誠　
（
文
50
）
金
子
和
男
（
文
57
）

松
本
眞
月　
（
文
84
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
22
号　

平
成
30
年
3
月
1
日
発
行

・
卒
業
式
の
式
歌
か
ら　
　
　

辻　

将
一

・
愚
魯
の
戯
言　
　
　
　
　
　

藤
本
敏
雄

・
千
葉
県
支
部
総
会
報
告

千葉市「千葉県文化会館」にて

千
葉
県
支
部

・
平
成
28
年
度
活
動
報
告

・
平
成
29
年
度
活
動
計
画

・
千
葉
県
支
部
規
約

・「
当
た
り
前
に
戻
し
ま
せ
ん
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
木
康
夫
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御
挨
拶
戴
き
、
楽
し
い
一
時
と
な
っ
た
。

○
講
演
会

演
題　
「
響
き
合
う
言
葉
と
思
い
」

講
師　

俳
優　

芦
田
昌
太
郎
氏

司
会　

片
山
聖
英
幹
事
長

イ
ケ
メ
ン
の
好
青
年
た
る
芦
田
昌
太
郎

氏
は
、
名
優
の
芦
田
伸
介
氏
を
祖
父
に
、

松
山
英
太
郎
氏
を
父
に
持
ち
、
そ
う
し
た

家
庭
環
境
か
ら
、貴
重
な
御
話
を
伺
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
の
日
本
語
教
師
の
御
経
験
の

あ
る
芦
田
氏
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
競
い
合
う
ゲ

ー
ム
で
、
講
演
の
最
後
を
盛
り
上
げ
て
下

さ
っ
た
。

〈
参
加
者
〉　

36
名

渡
辺
和
則
前
学
長
（
特
別
会
員
）

葊
田
克
己
松
苓
会
会
長
（
文
38
）

新
井
喜
義
松
苓
会
副
会
長
（
文
37
）

平
野
光
治
神
奈
川
県
支
部
長
（
文
40
）

辻
将
一
千
葉
県
支
部
長
（
文
45
）

高
柳
薫
群
馬
県
副
支
部
長
（
文
47
）

畠
山
幸
治
（
文
37
）生
垣
し
げ
子（
文
38
）

土
田
京
子
（
文
41
）
星
野
優
子
（
文
42
）

家
永　

修
（
文
44
）大
山
由
美
子（
文
47
）

神
河
秀
春
（
文
47
）
髙
栁
幸
雄
（
文
49
）

大
渕
俊
明
（
文
50
）
片
山
聖
英
（
文
50
）

矢
澤
喜
成
（
文
50
）
野
口
悦
子
（
文
51
）

菅
原
義
博
（
文
53
）
髙
橋
映
子
（
文
53
）

中
原
敬
二
（
文
62
）
原
由
来
恵
（
文
63
）

渡
辺
大
雄
（
文
65
）
荒
屋
陽
子
（
文
85
）

髙
橋
隆
子
・
津
田
千
代
子
・
外
川
ゆ
り
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
３
名
準
会
員
）

持
田
賢
一
（
埼
玉
県
支
部　

文
40
）

佐
藤　

馨
（
神
奈
川
県
支
部　

政
修
5
）

　

ほ
か
一
般
参
加
者　

6
名

神
奈
川
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　

  

支
部
長  

平
野
光
治

平
成
30
年
8
月
12
日
（
日
）
14
時
30
分

よ
り
、
か
な
が
わ
県
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
て
、
第
41
回
二
松
學
舍
松
苓
会
神
奈

川
県
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

川
俊
一
郎
副

支
部
長
の
開

会
の
辞
に
始

ま
り
、
支
部

長
挨
拶
後
、

来
賓
の
葊
田

克
己
松
苓
会

長
、
矢
澤
喜

成
東
京
支
部

長
よ
り
ご
挨

拶
、
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

前
田
明
三
浦
地
区
長
の
司
会
に
よ
り
、

網
野
将
美
地
区
委
員
を
議
長
に
選
出
し

て
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
同
会
計
報
告

が
小
林
孝
彰
事
務
局
長
か
ら
あ
り
、
片
桐

佐
和
子
監
査
の
監
査
報
告
を
受
け
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
事
業
計
画
、

同
予
算
案
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
小
林
孝
彰
事
務
局
長
（
川
崎
地

区
長
）
よ
り
、
文
学
歴
史
探
訪
の
概
略
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
案
件
と
し
て
東
京
支
部
主
催

の
歴
史
文
学
散
歩
の
紹
介
が
あ
り
、
神
奈

川
県
支
部
事
業
の
今
後
の
方
向
性
や
総
会

の
あ
り
方
、
参
加
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
白
根
工
房
所
長
、
永
井
明
様
に
よ
る
講

演
会
が
「
地
域
作
業
所
と
歩
ん
で
き
た
20

年
を
振
り
返
っ
て
」
と
の
ご
演
題
の
も
と

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
所
に
向
け
て
の

思
い
や
作
業
所
の
成
り
立
ち
、
家
族
や
セ

ン
タ
ー
に
通
う
人
々
と
の
意
思
疎
通
や
将

来
に
向
け
て
の
課
題
等
、
現
実
を
見
つ
め

た
所
長
と
し
て
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
知
ら
な
い
こ
と
の
多
さ
と
無
理
解
を

恥
じ
、
無
知
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

東
京
支
部
よ
り
、
時
間
が
で
き
た
と
急

遽
ご
参
加
い
た
だ
い
た
星
野
優
子
副
支
部

長
、
生
垣
し
げ
子
様
、
体
調
の
す
ぐ
れ
ぬ

中
で
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
支
部
会
員
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

懇
親
会
で
は
附
属
高
校
の
甲
子
園
出
場

及
び
初
戦
勝
利
の
喜
び
と
と
も
に
参
加
者

◆
支
部
報
発
行

○
第
64
号　

平
成
30
年
9
月
1
日
発
行

・
残
暑
御
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
澤
喜
成

・
追
悼
文
・
佐
佐
木
鍾
三
郎
先
生
の
思
い

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
聖
英

・
平
成
30
年
度
支
部
総
会
開
催

・
講
演
会
「
響
き
合
う
言
葉
と
思
い
」

　
　
　
　
　
　
　

俳
優　

芦
田
昌
太
郎
氏

・
平
成
29
年
度
活
動
報
告

・
二
松
の
風
景
「
離
れ
て
い
て
も
繋
が
っ

て
い
る
」　　
　
　
　
　
　

 

原
由
来
恵

・
歴
史
文
学
散
歩
「
芭
蕉
を
偲
ぶ
下
町
・

江
戸
散
策
」
へ
の
お
誘
い

全
員
に
一
言
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
楽
し

く
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

来
賓
等

本
部　

会
長　
　
　

 

葊
田
克
己
（
文
38
）

本
部　

副
会
長　
　

 

山
崎
正
伸
（
文
41
）

東
京
支
部 

支
部
長 　

矢
澤
喜
成
（
文
50
）

東
京
支
部　
副
支
部
長 

星
野
優
子（
文
42
）

東
京
支
部　
　
　

 

生
垣
し
げ
子
（
文
38
）

支
部
会
員

顧
問　
　
　
　
　
　

松
丸
由
文
（
文
31
）

支
部
長　
　
　
　
　

平
野
光
治
（
文
40
）

副
支
部
長　
　
　

中
川
俊
一
郎
（
文
43
）

幹
事
・
監
査　
　

片
桐
佐
和
子
（
文
57
）

事
務
局
長　
　
　
　

小
林
孝
彰
（
文
38
）

三
浦
地
区
長　
　
　

前
田　

明
（
文
48
）

県
央
地
区
委
員　
　

網
野
将
美
（
文
64
）

横
浜
会
員　
　
　

浅
居
美
智
子
（
文
33
）

横
浜
会
員　
　
　
　

伊
藤
文
雄
（
文
45
）

横
浜
会
員　
　
　
　

藤
井
隆
晴
（
文
47
）

県
央
会
員　
　
　

佐
藤　

馨
（
政
修
5
）

かながわ県民サポートセンターにて

長
野
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　
　

幹
事　

石
川
麻
貴

平
成
29
年
度
長
野
県
支
部
総
会
が
、
去

る
７
月
28
日（
土
）に
ホ
テ
ル
信
濃
路（
長

野
市
中
御
所
岡
田
町
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
と
し
て
、
新
井
喜
義
松
苓

会
副
会
長
、
髙
野
和
基
副
学
長
を
お
迎
え

し
、
関
保
典
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
、

県
内
同
窓
５
名
を
含
め
、
７
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
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◆
松
苓
近
畿
創
設
70
周
年
記
念
総
会

事
務
局
長　

齋
藤　

衛

平
成
30
年
8
月
18
日
（
土
）
午
後
2
時

開
会　

会
場
＝
大
阪　

千
日
前　

鳥
よ
し

本
店「年

々
歳
々
人
同
じ
か
ら
ず
」
の
こ
と

ば
が
あ
る
。
開
会
に
あ
た
っ
て
物
故
者
並

び
に
西
日
本
水
害
の
犠
牲
者
へ
の
深
甚
な

る
想
い
を
痛
く
胸
に
し
て
一
同
が
黙
祷
を

捧
げ
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
末
吉
代
表
は
改

め
て
、「
近
年
に
接
し
た
ご
訃
報
の
お
一

人
お
ひ
と
り
の
お
顔
が
浮
か
び
ま
す
。
今

日
の
創
設
70
年
の
記
念
日
。そ
の
道
程（
み

ち
の
り
）
を
思
う
に
『
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
。』
の
気
持
ち
を
禁

じ
え
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
15
人
を
数
え
る

ご
参
会
の
方
々
に
こ
の
猛
暑
の
中
の
ご
足

労
に
感
謝
と
感
激
を
伝
え
ら
れ
た
。

お
迎
え
し
た
本
部
の
葊
田
会
長
は
、

「
今
、
母
校
が
世
間
に
有
用
な
人
材
を
送

る
教
育
環
境

諸
条
件
の
改

善
と
充
実
に

挙
学
体
制
で

取
り
組
み
、

今
春
の
入
試

に
欠
員
を
出

す
こ
と
な

く
、
日
々
に

そ
の
努
力
に

感
謝
し
、
松

苓
会
に
あ
っ

て
出
来
る
限

大阪市「鳥よし本店」にて

り
の
物
心
の
助
力
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
全
国
区
大
学
の
伝
統
の
維
持

高
揚
を
念
じ
、
在
学
生
諸
子
に
学
生
会
員

の
立
場
で
松
苓
会
と
の
共
同
活
動
を
試
行

し
、
卒
業
後
の
地
方
支
部
の
活
動
に
活
性

の
灯
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
を
い
だ
き

本
部
活
動
の
枢
要
議
題
に
励
ん
で
い
ま

す
。
近
畿
の
応
援
に
期
待
し
ま
す
。」
と

の
お
言
葉
が
あ
り
、
理
事
長
代
理
で
ご
出

席
の
五
十
嵐
常
任
理
事
は
「
教
育
環
境
の

充
実
と
改
善
に
『
九
段
の
地
へ
の
二
松
集

約
事
業
』
は
計
画
の
大
半
を
終
了
し
、
附

属
の
高
中
の
施
設
と
実
学
の
実
践
充
実

を
」。
高
野
副
学
長
は
「
他
に
は
席
を
譲

ら
な
い
『
国
語
・
漢
文
の
二
松
』
の
実
力

を
維
持
、
国
際
政
経
・
国
際
経
営
・
都
市

デ
ザ
イ
ン
各
学
科
内
に
生
き
、
役
立
つ
も

の
と
し
て
そ
の
看
板
が
あ
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
」。
一
同
、
よ
か
っ
た
と

の
息
づ
か
い
が
耳
に
伝
わ
っ
た
。

三
重
県
支
部
長
小
川
直
紀
さ
ん
の
高
ら

か
な
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
の
幕
を
開
く
。

一
同
暑
さ
も
飛
ぶ
ま
で
の
爽
快
な
る
和
気

が
「
松
竹
の
間
」
を
満
た
し
、
閉
会
の
言

葉
に
立
っ
た
奈
良
県
支
部
長
の
辻
一
真
さ

ん
が
「
心
と
身
」
を
説
き
、
そ
の
調
和
あ

る
こ
と
ゆ
え
の
人
生
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

結
ん
だ
。

総
会
開
催
期
日
の
変
更

近
畿
支
部
の
創
設
は
昭
和
23
年
8
月
15

日
に
旧
制
の
専
門
学
校
が
新
制
の
大
学
に

昇
格
す
る
機
に
、
初
代
支
部
長
に
就
任
さ

れ
た
専
門
1
期
生
の
黒
川
喜
久
郎
さ
ん
の

も
と
に
11
名
の
者
が
集
ま
っ
て
産
声
を
挙

近
畿
連
絡
協
議
会

総
会
で
は
、
関
支
部
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
新
井
喜
義
副
会
長
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、ご
趣
味
で
あ
る
山
登
り
の
関
係
で
、

長
野
県
と
は
非
常
に
ゆ
か
り
が
あ
る
お
話

を
伺
い
、
長
野
県
民
と
し
て
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
活
動

報
告
、
会
計
報
告
、
さ
ら
に
平
成
30
年
度

予
算
案
、
及
び
役
員
改
選
案
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
今
後
の
体
制

に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
支
部
総

会
へ
の
出
席
者
数
を
い
か
に
増
や
す
か
、

開
催
場
所
や
開
催
時
期
に
つ
い
て
も
話

が
、
及
び
ま
し
た
。

ご
講
演
で
は
、
副
学
長
で
も
あ
り
、
国

際
政
治
経
済
学
部
教
授
の
高
野
和
基
先
生

よ
り
、「
現
代
日
本
の
政
治
史
」
と
題
し

た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
の
政
治
を
振
り
返
る
と
、

「
混
乱
・
混
迷
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
話
か
ら

始
ま
り
ま
し

た
。
時
の
内

閣
、
政
権
与

党
を
見
な
が

ら
、
55
年
体

制
の
終
焉
、

非
自
民
の
連

立
内
閣
、
民

主
党
の
勢
力

拡
大
、
自
民

党
政
権
の
迷

走
、
短
命
内

閣
、
と
平
成

の
政
治
を
駆
け
足
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

中
で
も
55
年
体
制
下
の
政
治
決
定
方
法

が
、
現
在
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
大

切
な
こ
と
は
、「
何
を
」
決
め
る
か
が
大

切
で
、
こ
の
国
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
、
と
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
の
文
学
講
義
と
は
違
い
、
日
頃
の

身
近
な
政
治
に
つ
い
て
の
ご
講
演
は
大
変

興
味
深
く
、
傾
聴
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
懇
親
会
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
も
と
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
今

後
の
支
部
会
の
在
り
方
に
話
が
及
び
、
新

井
副
会
長
よ
りSN
S

の
活
用
事
例
や
、

他
支
部
の
状
況
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
長
野
県
支
部
と
し
て
も
取
り

組
め
る
こ
と
が
あ
れ
ば
是
非
実
施
し
て
い

き
た
い
と
、
思
い
を
新
た
に
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。
話
題
が
尽
き
る
こ
と
な
く
、

一
年
に
一
度
の
支
部
会
は
大
変
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
29
号　

平
成
30
年
6
月
20
日
発
行

・
論
語
の
君
子
と
は　
　
　
　

関　

保
典

・「
消
せ
な
い
電
話
番
号
」　　

杉
村
修
一

・
梅
の
実
の
生
る
候
に　
　
　

牧
角
悦
子

・
須
坂
藩
城
下
町
・
北
斎
ゆ
か
り
の
町

　

小
布
施
を
巡
っ
て　
　
　
　

清
水　

登

・
平
成
30
年
度
文
学
散
歩

・
長
野
県
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ

長野市「ホテル信濃路」にて
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香
川
県
支
部

大
分
県
支
部

げ
、
そ
の
折
、
新
年
互
礼
会
開
催
に
黒
川

支
部
長
は
毎
年
正
月
2
日
に
自
宅
を
開
放

す
る
こ
と
と
し
た
。
母
校
か
ら
学
長
ら
が

参
加
し
、
年
々
参
会
者
が
増
え
る
中
で
同

学
の
士
が
母
校
の
隆
昌
に
意
見
を
述
べ
、

同
士
の
親
睦
と
研
鑽
を
深
め
、
昨
年
の
69

回
の
互
礼
会
に
至
る
間
、
初
代
支
部
長
の

好
意
と
期
待
を
継
承
維
持
発
展
を
心
掛
け

円
滑
な
母
校
と
の
連
携
を
図
る
中
で
母
校

発
展
へ
の
寄
与
に
微
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
し
た
。
こ
の
度
の
70
回
の
節
目
に
立
っ

て
、
諸
般
を
考
慮
し
、
近
畿
支
部
創
設
の

日
を
定
期
的
な
集
会
日
に
変
更
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
8
月
15
日
前

後
の
集
ま
り
や
す
い
日
に
、
松
苓
会
近
畿

連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
致

し
ま
す
。

〈
参
加
者
〉 

来
賓　

葊
田
克
己　

松
苓
会
会
長

五
十
嵐
清　

法
人
常
任
理
事

高
野
和
基　

二
松
學
舍
大
学
副
学
長

支
部
会
員

［
奈
良
県
］

末
吉
榮
三
（
専
12
）・
辻　

一
真
（
文
39
）

木
下
善
國
（
文
39
）

［
三
重
県
］

小
川
直
紀
（
文
44
）・
加
藤
武
俊
（
文
49
）

［
兵
庫
県
］

森
川
和
謙
（
文
44
）・
竹
内
昭
徳
（
文
47
）

［
大
阪
府
］

関
岡
昌
子
（
文
42
）・
世
古
幸
生
（
文
44
）

齋
藤　

衛
（
文
49
）

［
和
歌
山
県
］

明
治
利
隆
（
文
47
）・
水
本
哲
也
（
文
49
）

◆
松
苓
近
畿
創
設
70
周
年
記
念
会
報

○
平
成
30
年
8
月
18
日
発
行

・
お
陰
さ
ま
、
感
謝
の
気
持
ち
に
尽
き
る

　

70
年
間　
　
　
　
　
代
表　

末
吉
榮
三

・
70
周
年
を
祝
う　
　

学
長　

菅
原
淳
子

・
祝　

辞　
　
　
　

理
事
長　

水
戸
英
則

・
近
畿
連
絡
協
議
会
70
周
年
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　

松
苓
会
長　

葊
田
克
己

・
三
重
県
支
部
活
動
状
況　
　

小
川
直
紀

・
滋
賀
県
の
状
況　
　
　
　
　

角
井
良
暢

・
松
苓
近
畿
創
立
70
周
年
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

衛

・
完
全
退
職　
　
　
　
　
　
　

世
古
幸
生

・
い
ま
出
来
る
こ
と
を
や
る　

武
内
昭
徳

・
京
都
府
支
部
の
現
況　
　
　

廣
田
康
男

・
10
年
ひ
と
昔　
　
　
　
　
　

辻　

一
眞

・
創
設
70
周
年
を
寿
ぐ　
　
　

明
治
利
隆

・
二
松
學
舍
松
苓
会
近
畿
支
部
概
要

・
知
名
度

◆
支
部
総
会　

 

支
部
長　

甲
斐
啓
一
郎

8
月
25
日
（
土
）
午
後
5
時
半
よ
り
大

分
市
府
内
町
の
郷
土
料
理『
こ
つ
こ
つ
庵
』

に
て
松
苓
会
大
分
県
支
部
総
会
を
開
催
。

参
加
者
7
名
。

経
過
報
告
で
松
苓
会
第
23
回
定
期
総
会

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
。

松
苓
会
会
則
を
改
正
し
学
生
会
員
を
設

け
る
こ
と
に
つ
い
て
。
在
学
中
か
ら
松
苓

会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
こ

と
は
卒
業
後
に
松
苓
会
の
集
い
に
参
加
す

る
人
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
す
る
声
多
数
で
し
た
。

関
東
甲
信
越
出
身
者
が
在
籍
す
る
学
生

の
9
割
近
く
を
占
め
、
西
日
本
か
ら
の
入

学
生
は
激
減
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
つ

い
て
。
二

松
學
舍
が

素
晴
ら
し

い
大
学
で

あ
る
こ
と

を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く

こ
と
が
必

要
で
あ
る

と
い
う
意

見
に
一
同

首
肯
。
書

大分市「こつこつ庵」にて

◆
総
会　
　
　
　

 

支
部
長　

大
西
邦
美

期
日　

平
成
30
年
８
月
25
日　

18
時

場
所　

SA
K

E D
IN

IN
G

ま
た
の
（
高

松
市
西
の
丸
町
）

３
年
ぶ
り
と
な
る
今
回
の
総
会
・
懇
親

会
は
、
松
苓
会
本
部
よ
り
会
長
葊
田
克
己

氏
を
お
迎
え
し
て
支
部
会
員
４
名
と
と
も

に
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
、
会
計
報
告
の
後
、
会
則
の

一
部
変
更
を
行
い
、支
部
活
動
の
活
性
化
、

と
参
加
意
識
を
高
め
る
方
策
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
特
に
、
文
学
部
・
国

際
政
治
経
済

学
部
の
両
卒

業
生
が
同
窓

会
に
参
加
し

や
す
い
行
事

に
す
る
た
め

の
工
夫
に
つ

い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し

た
。そ

こ
で
、

幹
事
会
を
定

期
開
催
す
る

こ
と
、
両
学
部
の
卒
業
生
が
学
生
時
代
を

懐
か
し
み
、
学
び
直
し
が
で
き
る
よ
う
な

教
養
講
座
と
懇
親
会
を
同
日
開
催
す
る
こ

と
な
ど
、
具
体
的
な
計
画
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
支
部

会
員
の
書
道
展
、
書
籍
出
版
な
ど
の
紹
介

や
、
松
苓
会
本
部
な
ら
び
に
支
部
間
の
連

携
が
は
か
れ
る
工
夫
も
必
要
だ
と
い
う
建

設
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次

回
の
開
催
が
楽
し
み
に
な
っ
た
有
益
な
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
良
さ
は
、
学
生
時
代
の
思
い

出
話
に
止
ま
ら
ず
、
仕
事
や
地
域
活
動
の

中
で
の
人
的
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
を

再
発
見
で
き
、
改
め
て
親
し
み
が
増
す
こ

と
で
す
。
今
回
は
少
人
数
で
し
た
が
、
本

音
を
交
え
て
積
極
的
な
意
見
交
換
も
で

き
、
大
い
に
懇
親
を
深
め
ら
れ
た
一
時
で

し
た
。

〈
参
加
者
〉

来
賓

葊
田
克
己
（
松
苓
会
長
）

高松市「SAKE DINING またの」にて

支
部
会
員

大
西
邦
美
（
40
）
中
條
敏
雄
（
50
）

佐
藤
宏
一
（
55
）
吉
野
孝
子
（
56
）
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同
期
会
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

51
年
目
の
同
期
会  

吉
崎
一
衛
（
文
35
）

平
成
30
年
5
月
23
日
、
横
浜
港
大
桟
橋

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
15
名
が
集
っ
た
。
こ

れ
か
ら
昭
和
42
年
3
月
卒
業
35
期
生
の
51

年
を
経
て
初
め
て
の
同
期
会
で
あ
る
。

定
刻
と
な
り
、
会
場
で
あ
る
外
洋
ク
ル

ー
ズ
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く　

び
い
な
す
」

に
乗
船
。
11
階
の
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ

ウ
ン
ジ
で
会
が
始
め
ら
れ
た
。
ま
ず
自
己

紹
介
が
行
わ

れ
た
。
各
人

の
こ
と
ば
、

仕
草
か
ら
大

学
時
代
の
記

憶
に
結
び
つ

け
て
行
く
。

や
っ
と
く
つ

ろ
い
だ
雰
囲

気
が
漂
っ
た

と
こ
ろ
で
、

船
長
や
ク
ル

ー
と
と
も
に

記
念
写
真
撮
影
と
な
っ
た
。

7
階
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に

席
を
移
し
て
の
デ
ィ
ナ
ー
と
な
っ
た
。
そ

の
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
、こ
の
会
が
、

ゆ
た
か
倶
楽
部
創
立
35
周
年
の
記
念
パ
ー

テ
ィ
に
合
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を

知
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
案
内
状
に
「
勝
手
に
幹

事
」
と
し
て
松
浦
さ
ん
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
た
。
呼
び
か
け
か
ら
す
べ
て
を
彼
一

人
で
と
り
ま
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
聞

け
ば
彼
が
こ
の
会
社
の
創
業
者
で
、
現
在

は
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
で
安

価
な
会
費
の
理
由
が
理
解
で
き
た
の
で
あ

る
。デ

ィ
ナ
ー
は
、
生
演
奏
な
ど
を
聞
き
な

が
ら
和
や
か
に
進
み
、
飲
み
放
題
の
ア
ル

コ
ー
ル
の
心
地
よ
い
酔
い
と
と
も
に
、
さ

ら
に
打
ち
解
け
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。

二
次
会
は
、
9
階
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム

へ
と
席
を
移
し
た
。
語
文
研
出
身
者
の
中

国
語
の
歌
な
ど
が
歌
わ
れ
、
二
松
ら
し
い

会
の
盛
り
上
り
の
な
か
下
船
の
時
刻
を
迎

え
た
。
企
画
か
ら
す
べ
て
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
松
浦
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
船
中

泊
す
る
方
々
と
別
れ
、
大
桟
橋
を
後
に
し

た
。

〈
参
加
者
〉

遠
藤
朋
子
（
菅
井
）、大
西
真
砂
江
（
花

田
）、
黒
川
良
子
（
森
原
）、
酒
井
宣
勝
、

渋
谷
幸
子
（
杉
山
）、
清
水
仁
子
、
石　

龍
仁
、
高
科
憲
勝
、
飛
田
捷
（
夫
妻
）、

松
浦
睦
夫
、
水
野
菜
穂
（
結
城
）、
八
木

沼
康
夫
、
横
田　

洋
、
和
賀　

徹
、
吉
崎

一
衛
（
全
員
文
35
）

外洋クルーズ船「ぱしふぃっくびいなす」にて

で
し
た
。

〈
参
加
者
〉

来
賓　

新
井
喜
義
松
苓
会
副
会
長

支
部
会
員

阿
部
誠
文
（
文
36
）・
瓜
生
晋
一
郎
（
文
46
）

正
生
英
彦
（
文
48
）・
石
川
泰
成
（
文
53
）

桐　

隆
一
（
文
57
）・
井
料
洋
美
（
文
58
）

永
淵
道
彦
（
文
36
）

ま
ず
、
新
井
副
会
長
か
ら
松
苓
会
本
部

の
現
在
と
今
後
へ
の
報
告
あ
り
。
続
け
て

県
支
部
会
員
の
減
少
の
議
論
等
あ
り
。
課

題
の
支
部
長
交
代
は
暫
く
延
期
と
な
り
、

地
元
老
舗
の
「
花
源
」
弁
当
を
食
し
つ
つ
、

附
属
高
等
学
校
野
球
部
の
甲
子
園
で
の
活

躍
等
の
話
題
に
始
ま
り
、
出
席
個
々
人
の

近
況
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
退
職
後
の
継
続
研
究
と
し
て
阿
部

氏
、
７
月
に
『
百
人
一
首
考
』
上
下
巻
、

『
万
葉
論
考
集
』（
い
ず
れ
も
花
書
院
）
刊
。

永
淵
は
続
け
て
筑
紫
女
学
園
大
学
大
学
院

に
出
講
し
、
全
12
巻
の
『
豊
島
与
志
雄
童

話
選
集
』
10
巻
目
を
９
月
に
刊
行
予
定
。

瓜
生
氏
は
県

立
高
校
副
校

長
を
引
き
筑

紫
台
高
校
に

奉
職
。
正
生

氏
は
黒
崎
播

磨
で
海
外
担

当
部
長
と
し

て
活
躍
中
。

石
川
氏
は
九

州
産
業
大
学

新
設
の
地
域

共
創
学
部
の

福
岡
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

永
淵
道
彦

平
成
30
年
８
月
26
日
（
日
）
福
岡
県
支

部
は
定
例
支
部
会
を
筑
紫
野
市
二
日
市
中

央
三
丁
目
（
二
日
市
中
央
通
り
商
店
街
）

の
福
岡
二
日
市
文
学
館
で
行
い
ま
し
た
。

午
後
1
時
か
ら
４
時
の
予
定
で
し
た
が
、

本
部
の
新
井
喜
義
松
苓
会
副
会
長
の
出
席

も
あ
り
、
盛
会
と
な
り
５
時
近
く
の
閉
会

筑紫野市「福岡二日市文学館」にて

道
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
出
品
に
力
を
入
れ

て
、
学
生
が
表
彰
さ
れ
る
機
会
を
増
や
す

取
り
組
み
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

出
ま
し
た
。

総
会
で
は
出
席
者
の
近
況
報
告
や
夏
の

甲
子
園
大
会
に
連
続
出
場
を
果
た
し
た
附

属
高
校
の
活
躍
や
自
衛
隊
第
五
旅
団
長
の

堀
井
泰
蔵
氏
（
文
55
）
の
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
や
、
97
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
で
も

毎
日
杖
無
し
で
散
歩
を
し
て
い
る
と
い
う

平
野
芳
彦
氏
（
専
14
）
の
健
康
の
秘
訣
な

ど
、
話
の
種
は
尽
き
ず
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
大
学
か
ら
入
学
時
に
記
念
品
と

し
て
頂
い
た
校
歌
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

流
し
、
校
歌
斉
唱
。
例
年
の
ご
と
く
畔
津

真
智
子
氏
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
。
来
年
8

月
24
日
開
催
の
支
部
総
会
で
の
再
会
を
約

束
し
て
無
事
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

平
野
芳
彦
（
専
14
）・
畔
津
真
智
子
（
文
34
）

是
本
信
義（
特
別
会
員
）・
河
野　

潔（
文
40
）

中
井
智
賀
子（
文
44
）・
中
井
則
夫
（
文
47
）

甲
斐
啓
一
郎
（
文
52
）

観
光
学
科
長
で
奮
闘
中
。
桐
氏
は
東
福
岡

高
校
教
諭
と
し
て
熱
血
奮
闘
。
井
料
さ
ん

は
大
学
多
数
へ
非
常
勤
講
師
で
出
講
。

定
例
会
閉
会
後
、
新
井
副
会
長
を
永
淵

の
案
内
で
、
大
宰
府
天
満
宮
に
参
拝
、
境

内
や
九
州
国
立
博
物
館
近
辺
の
遺
跡
旧
跡

を
巡
り
遠
路
の
ご
来
駕
を
謝
し
た
し
だ

い
。
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松
岡
ゼ
ミ
（
経
営
学
）
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

助
川
忠
弘
（
政
3
）

4
月
30
日
、
数
年
ぶ
り
と
な
る
国
際
政

治
経
済
学
部
経
営
学
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
会
を
横

浜
の
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

の
海
を
眺
め
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ゼ
ミ
の

担
当
で
あ
っ
た
松
岡
一
夫
先
生
を
含
め
て

20
名
。
先
生
の
最
初
の
教
え
子
と
な
る
1

期
生
が
今
回
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
企
画
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
1
期
生
と
2
期
生
の

参
加
が
10
名
と
多
く
な
り
ま
し
た
。
全
体

で
は
1
期
生
か
ら
11
期
生
と
幅
広
い
世
代

が
集
ま
っ
て
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
と
な
り
ま
し

た
。最

初
に
先
生
の
挨
拶
を
頂
く
と
、
当
時

を
振
り
返
り
な
が
ら
学
生
た
ち
と
の
思
い

出
を
、
特
に
参
加
者
一
人
一
人
の
今
だ
か

ら
言
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
お
話
下
さ
り
、
久
し
ぶ
り
の
顔

合
わ
せ
の
場
も
こ
の
挨
拶
で
一
気
に
和
や

か
な
ム
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
乾
杯
の
後
は
、
席
を
移
動
し
な

が
ら
の
懇
親
会
。
皆
、
社
会
に
出
て
20
数

年
、
会
社
に
勤
め
て
年
数
を
重
ね
て
管
理

職
と
し
て
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
励

む
話
、
結
婚
を
機
に
会
社
を
退
職
し
て
の

生
活
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
話
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
卒
業
後
の
人
生
経
験
を
思
い
思
い

に
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
、
働
い
て
い
れ
ば
悩
み
も
出
て
く
る
も

の
で
す
が
、
日
頃
、
同
僚
な
ど
に
は
言
え

な
い
よ
う
な
悩
み
を
言
葉
に
す
る
と
、
聞

い
て
い
た
人
か
ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

出
て
き
て
、

学
生
時
代
に

戻
っ
た
か
の

よ
う
に
熱
心

に
語
り
合
っ

て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ

う
な
話
を
し

て
い
る
と
、

卒
業
時
に
ど

の
よ
う
な
思

い
で
入
社

し
、
働
き
始

め
た
の
か
な
ど
、
初
心
に
返
っ
て
語
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
ゼ

ミ
の
中
で
先
生
が
話
し
て
く
れ
た
「
何
の

た
め
に
働
く
の
か
」、「
会
社
で
働
く
こ
と

の
喜
び
や
苦
し
み
」
と
い
っ
た
学
生
の
時

は
な
か
な
か
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
話
も
今
な
ら
自
分
の
こ
と
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

話
は
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
改
め
て
今
回
の
同
窓
会
を
通
し
て
、

明
治
か
ら
続
く
二
松
學
舍
の
旗
の
下
で
、

共
に
学
ん
だ
仲
間
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
は

言
え
な
い
こ
と
も
心
か
ら
話
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
松
苓
会
の
補
助
が
あ
る
こ
と

を
聞
き
、
卒
業
生
活
動
開
催
助
成
金
を
申

請
し
ま
し
た
。
松
苓
会
も
卒
業
生
の
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
今
読
ん
で
頂
い
て
い
る
皆

様
も
同
窓
会
や
ゼ
ミ
会
な
ど
を
開
催
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

横浜市「インターコンチネンタルホテル」にて

田
中
伸
先
生
ゼ
ミ
総
会
の
報
告

金
井　

康
（
文
41
）

秋
の
気
配
が
漂
い
は
じ
め
た
９
月
１
日

（
土
）、
二
松
學
舍
大
学
九
段
１
号
館
13
階

ラ
ウ
ン
ジ
に
て
、
11
時
30
分
か
ら
田
中
伸

先
生
ゼ
ミ
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

敬
愛
す
る
田
中
伸
先
生
は
、
平
成
３
年

２
月
８
日
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

71
。
27
年
前
の
こ
と
で
す
。

北
海
道
で
旧
制
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
て

上
京
、
二
松
學
舍
専
門
学
校
に
学
ば
れ
ま

し
た
。
戦
時
下
の
法
改
正
で
半
年
の
繰
り

上
げ
卒
業
と
な
り
、
早
稲
田
大
学
に
進
学

さ
れ
ま
し
た
が
、
直
ぐ
に
学
徒
出
陣
。
復

員
（
陸
軍
少
尉
）
と
同
時
に
復
学
さ
れ
、

早
稲
田
大
学
文
学
部
大
学
院
修
了
。
昭
和

34
年
二
松
學
舍
大
学
助
教
授
、
同
41
年
教

授
就
任
。
永
く
母
校
に
勤
め
後
輩
に
当
た

る
学
生
の
教
育
を
専
ら
に
さ
れ
ま
し
た
。

近
世
文
学
ゼ
ミ
担
当
25
期
、
活
気
も
覇
気

も
学
問
的
厳
し
さ
も
備
え
る
素
晴
ら
し
い

ゼ
ミ
で
し
た
。
薫
陶
を
受
け
た
ゼ
ミ
卒
業

生
は
415
名
に

上
り
ま
す
。

先
生
は
ご

存
命
な
ら

数
え
で
白
寿

を
お
迎
え
で

す
。
そ
の
機

に
、
最
初
に

し
て
最
後
の

ゼ
ミ
総
会
が

企
画
さ
れ
、

38
名
が
参
集

し
ま
し
た
。

全
員
50
の
齢
を
超
え
て
は
い
て
も
、
共
に

先
生
の
謦
咳
に
接
し
て
卒
業
し
、
社
会
で

一
定
の
責
任
を
担
っ
て
き
た
者
同
士
、
先

生
を
偲
び
つ
つ
久
闊
を
叙
し
、
学
生
時
代

を
懐
か
し
む
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ゼ

ミ
同
期
会
の
開
催
を
相
談
す
る
声
も
、
そ

こ
か
し
こ
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
発
起
人
代
表
の
葊
田
克
己
さ

ん
に
よ
る
挨
拶
、総
会
開
催
の
経
緯
説
明
、

発
起
人
紹
介
、
乾
杯
、
田
中
伸
先
生
の
思

い
出
咄
な
ど
、
盛
会
裡
に
進
み
、
ゼ
ミ
名

簿
を
今
後
は
松
苓
会
に
移
管
す
る
件
や
会

計
報
告
も
含
め
、
14
時
30
分
散
会
。

大
学
か
ら2019

大
学
案
内
等
最
新
情

報
の
提
供
が
有
り
、
松
苓
会
か
ら
は
助
成

金
一
万
円
を
頂
き
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
、

二
松
學
舍
名
入
り
の
仁
（
白
ワ
イ
ン
）・

愛
（
赤
ワ
イ
ン
）、
松
が
枝
（
米
焼
酎
）、

松
風
（
菓
子
）
が
彩
り
を
添
え
て
好
評
で

し
た
。

ま
た
、
小
冊
子
『
田
中
伸
先
生
を
偲
ぶ

経
歴
・
業
績
目
録
』（
編
集 

田
中
伸
先
生
を
偲
ぶ
会
、

制
作 

勉
誠
出
版
㈱
）
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
残

部
は
松
苓
会
室
に
預
け
て
あ
り
ま
す
。
ゼ

ミ
同
期
会
な
ど
を
開
く
折
り
に
は
参
加
者

に
お
配
り
下
さ
い
。

な
お
、
ゼ
ミ
総
会
の
準
備
に
当
た
り
、

現
住
所
の
把
握
が
松
苓
会
で
も
不
十
分
な

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。
案
内
通
知
が
届
か

な
い
失
礼
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
寛
恕
下
さ
い
。
お
手
数
な
が
ら
、
最
新

の
消
息
を
松
苓
会
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
へ
の
道
す
が
ら
、
夕
べ
の
叢
か
ら
虫

の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

大学九段１号館 13 階ラウンジにて
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大
学
だ
よ
り

平
成
30
年
度
本
学
卒
業
高
等
学
校
長

と
の
懇
談
会
開
催

５
月
23
日
（
水
）
に
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
瑞
麟
」
に

て
、
現
職
の
高
等
学
校
長
で
あ
る
卒
業
生

の
方
々
と
大
学
教
職
員
と
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
。
法
人
か
ら
は
五
十
嵐
清
常
任

理
事
（
文
44
）、
大
学
か
ら
は
磯
水
絵
副

学
長
（
文
学
部
教
授
・
文
41
）、
教
職
課

程
か
ら
は
若
井
田
正
文
教
職
支
援
セ
ン
タ

ー
長
（
教
授
）、
田
村
幸
子
教
授
が
参
加
、

総
勢
16
名
で
の
開
会
と
な
っ
た
。

懇
談
会
は
五
十
嵐
常
任
理
事
の
乾
杯
で

和
や
か
に
始
ま
り
、
教
育
現
場
の
現
状

や
、
教
員
志
望
の
現
役
学
生
に
望
む
こ
と

な
ど
、
大
変
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と

な
っ
た
。
今
年
度
は
昨
年
を
上
回
る
出
欠

回
答
を
頂
い
た
が
、
校
務
の
た
め
ご
参
加

頂
け
な
か

っ
た
卒
業

生
の
高
等

学
校
長
の

方
々
か
ら

は
、
出
欠

連
絡
の
際

に
母
校
へ

の
励
ま
し

の
お
言
葉

を
頂
戴
し

た
。
ご
参

加
戴
い
た

先
生
方
か

ら
は
学
生

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
頂
い
た
り
、

当
時
の
二
松
學
舍
の
思
い
出
話
に
も
花
が

咲
き
、
大
い
に
盛
会
と
な
っ
た
。

千
葉
県
教
員
の
会
発
足

８
月
24
日
（
金
）
に
、
二
松
學
舍
大
学

九
段
1
号
館
に
て
千
葉
県
内
の
現
職
教
員

か
ら
な
る
「
千
葉
県
教
員
の
会
」
第
一
回

総
会
が
開
か
れ
た
。
来
賓
に
は
、
葊
田
克

己
松
苓
会
長
（
文
38
）
と
辻
将
一
千
葉
県

支
部
長
（
文
45
）
の
ご
出
席
を
得
て
、
こ

れ
ま
で
設
立
準
備
委
員
会
の
中
心
で
ご
尽

力
さ
れ
て
き
た
芝
田
周
一
附
属
柏
中
学
高

等
学
校
長
（
文
44
）
が
満
場
一
致
で
会
長

に
選
任
さ
れ
た
。
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会　

長　
　
　
　

芝
田
周
一
（
文
44
）

副
会
長　
　

河
野
千
津
子
（
文
49
）・

　

小
野 
央
（
文
51
）・
阿
部
真
之
（
文
52
）

事
務
局
長　
　
　

荒
井
俊
郎
（
文
54
）

会
計
・
理
事　
　

金
子
尚
美
（
文
80
）

監
事
・
理
事　
　

杉
山
辰
夫
（
文
55
）・

　

細
川
義
文
（
文
58
）

理   

事　
　

今
野
美
喜
子
（
文
56
）・

屋
代
健
治
（
文
54
）・
小
林
真
佐
美

　
（
文
63
）・
松
本
眞
月
（
文
84
）

ま
た
相
談
役
に
は
辻
将
一
千
葉
県
支
部

長
と
田
村
幸
子
教
授
が
推
薦
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
応
諾
を
頂
き
、
辻
支
部
長
か
ら
は
過

去
に
同
様
の
立
ち
上
げ
の
あ
っ
た
経
緯
や

卒
業
生
教
員
支
援
の
在
り
方
に
も
言
及
が

あ
り
、
本
会
を
支
援
く
だ
さ
る
と
の
応
援

の
挨
拶
を
頂
い
た
。

講
演
会
は
『
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い

て
』
と
題
し
、
千
葉
県
教
育
庁
指
導
主

事
の
細
川
義
文
氏
（
文
58
）
か
ら
、『
教

科
書
に
の

る
中
世
の

随
筆
・
説

話
』
と
題

し
、
二
松

學
舍
大
学

副
学
長
の

磯　

水
絵

教
授
（
文

41
）
か
ら

ご
講
演
を

頂
い
た
。

懇
親
会

は
13
階
の

ラ
ウ
ン
ジ

に
会
場
を
移
し
活
発
な
情
報
交
換
が
な
さ

れ
、
今
後
の
活
動
の
糧
と
な
る
有
意
義
な

会
と
な
っ
た
。

各
県
の
教
員
の
会
総
会
に
つ
い
て

今
年
度
開
催
さ
れ
た
教
員
の
会
総
会
・

講
演
会
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
。

○
神
奈
川
県
教
員
の
会

開
催
日　

８
月
18
日
（
土
）

場
所　

二
松
學
舍
大
学
九
段
校
舎

議
事　

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告

②
平
成
30
年
度
会
長
選
任
・
役
員
選
任

③
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

記
念
講
演

「『
論
語
』
は
な
ぜ
読
み
継
が
れ
る
の
か
」

講
師　

牧
角
悦
子
教
授

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
来
賓
と
し
て

御
出
席
戴
い
た
、
松
苓
会
の
平
野
光
治
神

奈
川
県
支
部
長
（
文
40
）
か
ら
現
職
教
員

へ
の
エ
ー
ル
と
な
る
温
か
な
ご
挨
拶
が
あ

っ
た
。
今
年
度
教
員
採
用
一
次
選
考
を
合

格
し
た
現
役
学
生
も
積
極
的
に
諸
先
輩
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
今
後
の
励
み

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

○
埼
玉
県
教
員
の
会

開
催
日　

８
月
20
日
（
月
）

場
所　

二
松
學
舍
大
学
九
段
校
舎

議
事　

①
平
成
30
年
度
役
員
の
選
出

②
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

記
念
講
演

「
埼
玉
県
教
育
の
今
日
的
課
題
」

講
師　

金
子
廣
志 

新
座
市
教
育
長
（
文
38
）

総
会
後
に
開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
、
ご

講
演
を
戴
い
た
金
子
教
育
長
も
ご
参
加
く

だ
さ
り
、
ま
た
多
く
の
卒
業
生
現
職
教
員

か
ら
の
近
況
報
告
や
各
自
の
活
動
に
つ
い

て
の
話
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

○
茨
城
県
教
員
の
会

開
催
日　

８
月
28
日
（
火
）

場
所　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

議
事　

①
教
員
の
会
活
動
経
過
報
告

②
平
成
29
年
度
会
計
報
告
・
平
成
30
年
度

活
動
計
画

③
役
員
改
選

国
語
（
古
典
）
講
習
会

「
教
科
書
に
載
る
随
筆
・
説
話
」

講
師　

磯　

水
絵
教
授

毎
年
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
と
水
戸
市

教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
開
催
し
て
い

る
国
語
講
習
会
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い

る
総
会
で
は
、新
会
長
に
今
瀬
一
博
氏（
文

57
）
が
選
任
さ
れ
、青
山
幸
雄
前
会
長
（
文

49
）
か
ら
運
営
を
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

千葉県教員の会講演会
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免
許
状
更
新
講
習
を
終
え
て

鶴
間
貴
幸
（
文
74
）

卒
業
後
お
よ

そ
10
年
た
ち
、

い
よ
い
よ
教
員

免
許
状
更
新
講

習
を
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い

と
思
い
、
二
松
學
舍
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
閲
覧
す
る
と
、
選
択
講
習
で
書
道
を

実
施
し
て
い
る
と
知
り
、
昨
年
度
の
う
ち

に
母
校
で
の
受
講
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

私
は
卒
業
後
、
郷
里
新
潟
県
佐
渡
市
の

中
学
校
国
語
の
産
休
代
替
教
員
を
務
め
、

そ
の
後
縁
あ
っ
て
東
京
都
の
教
員
と
な
り

ま
し
た
。中
高
国
語
で
の
採
用
で
し
た
が
、

は
じ
め
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
で
6

年
、
そ
の
後
現
在
勤
務
す
る
知
的
障
害
特

別
支
援
学
校
の
都
立
練
馬
特
別
支
援
学
校

へ
赴
任
し
ま
し
た
。
重
度
か
ら
軽
度
の
知

的
障
害
の
あ
る
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
た

め
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な
指
導

を
実
践
し
て
い
く
上
で
、
最
新
の
教
育
に

つ
い
て
学
び
、
職
務
に
活
か
し
た
い
と
思

い
受
講
を
し
ま
し
た
。

受
講
す
る
5
日
間
、
附
属
高
校
の
2
年

連
続
の
甲
子
園
出
場
の
横
断
幕
を
横
に
見

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
大
学
へ
通
い
ま
し

た
。
新
築
だ
っ
た
こ
ろ
の
校
舎
が
今
で
も

き
れ
い
で
居
心
地
の
よ
い
状
態
で
保
た
れ

て
い
る
と
感
じ
つ
つ
、
講
習
を
受
け
る
教

室
へ
入
り
ま
し
た
。
ど
の
講
義
も
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
『
学
校
に
お
け

る
危
機
管
理
上
の
問
題
の
講
義
』
で
は
、

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
ク
ラ
イ
シ
ス

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
の
必
要
性
を
再
度
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の

講
義
で
す
ぐ
に
参
考
と
な
る
内
容
で
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
取
り
入
れ
実
践
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

選
択
講
習
の
書
道
で
は
、
行
書
・
隷

書
・
仮
名
・
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
指
導
法

を
学
び
、
書
作
に
お
け
る
注
意
点
や
、
指

導
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
実
技
を
交
え
て

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
道
の
受

講
者
は
10
名
ほ
ど
と
少
な
く
、
先
生
か
ら

き
め
細
や
か
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。
高
等
学
校
で
の
書
道
指
導
は
現
在

携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
書
写
や
日
常
の

書
字
指
導
に
通
じ
る
も
の
も
多
く
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

5
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
よ
い
教

育
を
実
践
の
た
め
に
活
か
し
、
所
属
校
で

生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の
方
の
期
待
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
の
職
務
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
都
立
練
馬
特
別
支
援
学
校
）

教
員
免
許
状
更
新
講
習

に
も
見
て
頂
き
た
い
。」
の
言
葉
に
始
ま

っ
た
。
最
終
日
17
時
10
分
か
ら
の
卒
業
生

対
象
の
交
流
会
。
そ
の
会
の
終
了
の
挨
拶

の
後
で
あ
っ
た
。「
二
松
の
焼
酎
が
あ
る

ん
で
す
。
飲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
、

大
学
の
方
が
瓶
の
ラ
ベ
ル
を
見
せ
な
が
ら

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
一
期
一
会
が

モ
ッ
ト
ー
の
私
。
味
見
程
度
に
少
量
を
頂

く
。
大
吟
醸
冷
酒
好
き
の
私
で
は
あ
る

が
、
く
せ
の
少
な
い
上
品
な
味
の
米
焼
酎

で
、非
常
に
美
味
し
く
頂
け
た
。「
松
が
枝
」

の
ラ
ベ
ル
を
一
見
し
、
書
道
専
門
の
先
生

の
筆
で
は
な
い
な
、と
直
感
し
た
私
が「
ど

な
た
の
字
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
何
と

石
川
忠
久
先
生
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
即
座
に
卒
業
生
を
代
表
し
、「
こ
れ

は
講
習
会
の
テ
キ
ス
ト
と
一
緒
に
是
非
送

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
お
伝
え
し
た
。

因
み
に
、「
二
松
勝
沼
ワ
イ
ン
」
も
あ
る

そ
う
だ
。

私
の
勤
務
校
は
74
ク
ラ
ス
を
有
す
る

マ
ン
モ
ス
校
な
の
だ
が
、
同
僚
の
多
く

は
、
系
列
校
で
あ
る
共
和
大
学
（
こ
ど
も

学
科
と
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
学
科
の
講
座
が
メ

イ
ン
）
や
放
送
大
学
、
宇
都
宮
大
学
で
受

講
す
る
。
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
我
々

教
員
に
と
っ
て
、
通
い
や
す
く
学
校
行
事

に
配
慮
し
て
く
れ
る
大
学
の
講
習
会
は
本

当
に
有
り
難
い
。
だ
が
、「
同
じ
時
間
を

割
く
の
な
ら
絶
対
に
専
門
教
科
を
学
び
た

い
」
と
決
め
て
い
た
私
は
、
め
ぼ
し
い
大

学
を
調
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
想
に
反
し

て
国
立
の
教
育
学
部
で
さ
え
学
び
た
い
専

門
科
目
は
開
設
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

今
年
の
二
松
の
選
択
講
習
内
容
は
、「
川

上
未
映
子
」「
村
上
春
樹
」「
吉
野
弘
」「
宮

澤
賢
治
」「
伊
勢
物
語
」「
徒
然
草
」「
三

国
志
」「
論
語
」。
こ
れ
だ
け
専
門
を
深
く

学
べ
る
更
新
講
習
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

二
松
の
講
習
授
業
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
皆

さ
ん
は
御
存
知
だ
ろ
う
か
。
二
松
卒
で
は

な
い
国
立
大
附
属
校
勤
務
の
先
生
が
私
に

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。「
荒
井
裕
樹
先
生

の『
文
学
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
研
究
』

を
是
非
と
も
聞
き
た
く
て
二
松
を
選
び
受

講
し
た
の
だ
」
と
。
多
く
の
方
と
有
意
義

な
情
報
交
換
が
で
き
、
か
つ
新
し
い
文
学

の
視
点
も
学
べ
た
密
度
の
濃
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

余
談
だ
が
、
13
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
980

円
ラ
ン
チ
３
種
類
は
ど
れ
も
美
味
で
あ
っ

た
。
9
時
～
16
時
50
分
の
テ
ス
ト
終
了
ま

で
、
長
時
間
の
学
習
に
頭
が
火
を
噴
き
、

集
中
力
が
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
瞬
間
も
実

は
あ
っ
た
の
だ
が
、
前
の
席
の
Ｎ
女
史

（
こ
の
講
習
会
で
知
り
合
っ
た
二
松
の
卒

業
生
）
の
凄
ま
じ
い
集
中
力
と
熱
意
に
私

は
引
き
ず
ら
れ
、
ど
う
に
か
持
ち
こ
た
え

た
。「
環
境
は
人
を
作
る
」。
二
松
學
舍
大

学
と
は
何
と

素
晴
ら
し
い

所
か
と
、
30

年
の
時
を
越

え
、
胸
の
鐘

が
鳴
っ
て
い

た
。

（
宇
都
宮
短

期
大
学
附
属

高
等
学
校
）

胸
の
高
鳴
り　
　

 

星
野
惠
子
（
文
55
）

「
13
階
の
ラ

ウ
ン
ジ
か
ら
見

る
夕
焼
け
の
景

色
は
素
晴
ら
し

い
で
す
よ
、
是

非
一
度
皆
さ
ん

更新講習最終日の交流会
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山
﨑　

修
（
文
60
）

現
在
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
か
つ
て

就
職
課
と
い
う
部
署
で
あ
り
、
平
成
４
年

に
私
が
就
職
し
た
当
時
は
、
九
段
キ
ャ
ン

パ
ス
の
み
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
当

時
の
就
職
課
は
、
石
崎
俊
明
課
長
、
神
河

秀
春
係
長
、
松
田
佳
代
氏
と
、
山
﨑
で
あ

っ
た
。

平
成
５
年
に
は
、
従
来
の
学
務
部
か
ら

離
れ
、
就
職
部
と
な
り
、
初
代
就
職
部
長

に
松
岡
一
夫
国
際
政
治
経
済
学
部
講
師
が

就
任
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
に
は
、
国
際

政
治
経
済
学
部
１
期
生
の
３
年
次
進
級
に

あ
わ
せ
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
沼
南
就
職

課
が
設
置
さ
れ
た
。
沼
南
就
職
課
は
、
九

段
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
神
河
係
長
が
異
動
し

た
こ
と
に
加
え
、
附
属
高
等
学
校
事
務
室

か
ら
異
動
し
て
き
た
野
口
純
代
氏
と
、
こ

の
年
の
新
卒
で
あ
る
板
東
説
也
氏
が
配
属

と
な
り
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
へ
の
就

職
支
援
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ

平
成
６
年
に
は
国
際
政
治
経
済
学
部
１
期

生
が
４
年
次
と
な
り
、
就
職
活
動
に
取
り

掛
か
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
で
こ
の
当
時
の
大
学
生
の
就
職
環

境
は
、
平
成
３
年
度
末
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を

経
て
、
企
業
は
徐
々
に
新
規
採
用
の
抑
制

を
始
め
て
い
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
す
べ
て
の
企
業
が
採
用
を
抑
制
し

て
い
た
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
手
企
業

が
採
用
を
控
え
る
今
こ
そ
新
卒
者
を
採
用

し
た
い
と
い
う
中
堅
・
中
小
企
業
も
多
く

み
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
中
、
松
岡
就
職
部
長
の
指
示

の
も
と
、
就
職
部
の
職
員
全
員
が
積
極
的

に
企
業
訪
問
す
る
等
、
求
人
先
の
開
拓
に

尽
力
し
て
い
た
。
訪
問
先
は
主
に
本
学
の

卒
業
生
が
在
職
し
て
い
る
企
業
や
、
先
に

挙
げ
た
よ
う
な
採
用
意
欲
の
旺
盛
な
企
業

で
毎
日
の
よ
う
に
企
業
訪
問
を
し
て
い

た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
本
学
学
生
を

毎
年
継
続
的
に
採
用
し
て
い
た
だ
け
る
企

業
と
も
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
現
在
で

も
こ
の
当
時
の
縁
が
続
い
て
い
る
企
業
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
学
生

も
就
職
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
た
め
、
国
際
政
治
経
済
学
部
１
期
生
の

就
職
状
況
は
、
大
変
好
調
で
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
ま
た
文
学
部
も
教
職
、
民

間
企
業
へ
の
就
職
い
ず
れ
も
、
順
調
な
結

果
を
残
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景

気
低
迷
は
続
き
、
企
業
側
の
採
用
意
欲
も

低
迷
を
続
け
、
後
に
「
就
職
氷
河
期
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
、
大
学
生
の
就
職
は
年
々

困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
就
職
部
で
は
引
き
続
き
中
堅
・
中

小
企
業
等
の
採
用
意
欲
の
旺
盛
な
企
業
に

訪
問
を
続
け
、
求
人
先
の
確
保
、
ま
た

そ
れ
に
連

動
し
て
求

人
企
業
へ

の
大
学
か

ら
の
推
薦

制
度
を
充

実
さ
せ
る

等
、
学
生

の
就
職
支

援
に
向
け

て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
。

具
体
的
に
は
平
成
６
年
か
ら
、
そ
れ
以
前

は
個
別
に
お
こ
な
っ
て
い
た
企
業
へ
の
推

薦
を
、
学
内
で
希
望
者
を
募
り
、
学
内
選

考
を
経
て
推
薦
す
る
と
い
う
推
薦
制
度
を

導
入
し
た
こ
と
、
ま
た
企
業
経
営
者
（
主

に
卒
業
生
）
や
、
人
事
担
当
者
を
招
聘
し

て
「
就
職
講
演
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
就
職
講
演
会
は
好
評

で
、
毎
回
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
く
れ

た
。
さ
ら
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

内
定
企
業
や
卒
業
生
が
在
職
し
て
い
る
企

業
等
を
招
い
て
、「
産
学
交
流
会
・
感
謝

の
集
い
」
を
開
催
し
企
業
と
の
交
流
を
深

め
た
。
こ
の
交
流
会
は
そ
の
後
も
引
き
続

き
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
卒
業
生
の
皆
様

に
も
現
役
学
生
の
就
職
に
つ
い
て
の
協
力

を
仰
ぎ
、
企
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
先
輩

方
に
は
本
学
学
生
を
積
極
的
に
採
用
い
た

だ
く
な
ど
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
本
学
で
は

両
学
部
と
も
良
好
な
就
職
状
況
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
世
間
で
は
、
景
気
の
低
迷
は
続

い
て
お
り
、
大
学
生
の
就
職
環
境
に
お
い

て
は
、
平
成
８
年
に
「
就
職
協
定
」
が
廃

止
さ
れ
、
企
業
に
よ
る
「
青
田
買
い
」
が

行
わ
れ
る
な
ど
の
混
乱
が
み
ら
れ
た
。
ま

た
社
会
的
に
も
平
成
９
年
に
は
四
大
証
券

会
社
の
一
角
で
あ
っ
た
山
一
證
券
の
自
主

廃
業
、
大
手
都
市
銀
行
の
一
つ
で
あ
っ
た

北
海
道
拓
殖
銀
行
の
倒
産
等
、
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
事
件
が
多
く
み
ら
れ
、
本
学
に
お

い
て
も
就
職
に
不
安
を
感
じ
る
学
生
も
少

な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中
、
就

職
部
で
は
学
生
が
安
心
し
て
就
職
活
動
に

臨
め
る
よ
う
、
就
職
相
談
や
企
業
へ
の
推

薦
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
取

り
組
み
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環

境
の
中
で
も
、
苦
戦
す
る
学
生
は
い
る
も

の
の
相
応
の
就
職
状
況
を
保
つ
こ
と
が
で

き
た
。

そ
の
間
、
就
職
部
は
平
成
８
年
に
石
崎

副
部
長
が
就
職
部
長
に
就
任
し
、
瀬
尾
勝

義
氏
が
就
職
課
に
赴
任
し
、
新
し
い
体
制

と
な
っ
て
就
職
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。

そ
の
後
、
就
職
部
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
と
な
り
、
個
人
面
談
の
充
実
等
、
当
時

か
ら
続
い
て
い
る
支
援
に
加
え
て
、
各
種

の
就
職
支
援
行
事
や
講
座
等
、
よ
り
充
実

し
た
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
本
学
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
室
長
）

平成６年度の就職特別講演会

現在のキャリアセンター（九段１号館３階）

あ
の
頃
の
就
職
部
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恩
師
か
ら
の
便
り

私
の
近
況　
　
　
　
　
　

矢
羽　

勝
幸

元
ゼ
ミ
生
及
び
私
の
授
業
を
受
講
さ
れ

た
皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
早
い
も

の
で
退
職
（
65
歳
）
か
ら
も
う
８
年
も
経

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
編
集
部
よ
り
近
況

を
書
け
と
い
う
御
下
命
で
す
。
73
歳
の
老

人
が
毎
日
何
を
や
っ
て
い
る
か
、
皆
さ
ん

が
興
味
を
お
持
ち
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
ざ
っ
と
、
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
は
未
明
の
３
、４
時
頃
に
起
床
す
る

の
が
常
で
新
聞
（
４
時
に
届
く
）
を
読
ん

で
か
ら
運
動
を
兼
ね
た
散
歩
に
出
ま
す
。

私
の
家
の
裏
に
は
千
曲
川
が
流
れ
て
い

て
、
そ
の
長
い
土
手
を
瀬
音
を
聞
き
な
が

ら
30
分
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
誰
も
い
な
い
舗

装
さ
れ
た
真
直
ぐ
の
長
堤
は
清
涼
そ
の
も

の
、
気
持
も
洗
わ
れ
ま
す
。
陽
が
出
る
と

暑
く
な
る
の
で
帰
宅
、
朝
食
（
８
時
）
ま

で
読
書
あ
る
い
は
執
筆
に
励
み
ま
す
。

読
む
本
は
、
大
方
毎
週
東
京
の
古
書
展

か
ら
購
入
（
郵
送
）
し
た
雑
書
で
す
が
、

よ
く
観
る
の
は
小
松
茂
美
氏
の
『
日
本
書

蹟
大
鑑
』

（
全
25
巻
）

や
石
井
真

之
助
氏

の
『
板
碑

遍
歴
六
十

年
』
な
ど

で
す
。
私

は
古
人
の

筆
蹟
や
古

い
拓
本
（
古
碑
・
古
鐘
・
板
碑
）
な
ど
が

好
き
で
原
拓
も
沢
山
持
っ
て
い
ま
す
。

古
稀
を
超
え
る
と
あ
ま
り
伝
記
な
ど
に

は
興
味
が
な
く
な
り
（
今
さ
ら
他
人
の
生

き
方
を
知
っ
て
何
に
な
る
）
い
き
お
い
趣

味
の
方
面
に
む
か
っ
て
し
ま
う
の
は
し
か

た
が
な
い
で
し
ょ
う
。

私
の
趣
味
は
、
古
人
、
特
に
古
俳
人
の

書
蹟
（
懸
幅
・
短
冊
・
色
紙
ほ
か
）
の
鑑

賞
で
、
も
う
年
で
す
か
ら
い
ま
ま
で
蒐
め

た
そ
れ
ら
を
処
分
し
た
方
が
よ
い
の
で
す

が
、
ま
だ
一
ヵ
月
に
二
、三
本
は
買
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
森
田
恒
友
・
若
山
牧
水
・

伊
藤
木
児
・
烏
丸
光
広
・
岩
下
桜
園
・
井

上
白
文
地
等
々
。

年
は
と
り
ま
し
た
が
執
筆
は
私
の
本
命

と
い
う
べ
き
も
の
で
、
若
い
頃
井
本
農
一

先
生
か
ら
頂
い
た
教
訓
（
年
に
二
本
は
し

っ
か
り
し
た
論
文
を
書
け
。
あ
と
は
ど
れ

だ
け
雑
文
・
小
論
文
を
書
い
て
も
よ
し
）

を
た
よ
り
に
一
応
励
ん
で
い
ま
す
。

長
年
蒐
め
た
資
料
が
沢
山
あ
り
、
そ
れ

ら
を
論
文
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
あ
と
何
年
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

次
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
話
。
二
松
學
舍
時

代
は
同
僚
の
酒
豪
た
ち
と
よ
く
呑
ん
だ

が
、
年
と
と
も
に
酒
量
も
減
り
、
夏
は
一

日
お
き
に
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
少
々
、
春
・

秋
・
冬
は
日
本
酒
ア
ル
ミ
鑵
一
合
の
み
。

７
月
５
日
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ

ダ
リ
ス
ト
小
平
奈
緒
さ
ん
等
と
信し

ん

毎ま
い

賞

（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）
を
貰
い
ま
し
た
。

お
暇
の
方
は
お
便
り
を
く
だ
さ
い
。

386-0152 

上
田
市
大
屋
六
二
二

（
客
員
教
授
）

千葉県・金谷金泉館でのゼミ合宿
（平成７年３月）

国
枝
清
由
氏
（
文
24
）

「
瑞
宝
小
綬
章
」
受
章

平
成
30
年
春

の
叙
勲
に
お
い

て
、
昭
和
31
年

3
月
卒
業
の
国

枝
清
由
氏
が
教

育
功
労
者
に
贈

ら
れ
る
「
瑞
宝
小
綬
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

国
枝
氏
は
、
北
海
道
中
川
郡
幕
別
町
在

住
。
本
学
卒
業
後
、
北
海
道
内
の
公
立
高

校
に
勤
務
、
上
士
幌
高
等
学
校
校
長
を
最

後
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
7
月

に
は
、
句
集
「
雪
絆
」
を
発
行
。

松
本　

茂
氏
（
文
43
）

『
鋳
物
師
七
郎
左
衛
門
』
で

「
伊
豆
文
学
賞
」
最
優
秀
賞
受
賞

第
21
回
伊
豆

文
学
賞
（
静
岡

県
、
静
岡
県
教

育
委
員
会
、
伊

豆
文
学
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
実
行
委

員
会
主
催
）
の
小
説
・
随
筆
・
紀
行
文
部

門
（
審
査
員
は
三
木
卓
、
村
松
友
視
、
嵐

山
光
三
郎
、
太
田
治
子
の
各
氏
）
で
松
本

茂
氏
の
『
鋳
物
師
七
郎
左
衛
門
』
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
、
そ
の
作
品
集
が
本
年
3
月

に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

「『
鋳
物
師
七
郎
左
衛
門
』
は
、
幕
末
か

ら
明
治
へ
か
け
て
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス

卒
業
生
だ
よ
り

を
、
森
町
の
鋳
物
師
の
父
子
の
人
生
の
う

ち
に
描
い
た
。
そ
れ
は
激
変
の
日
々
の
連

続
で
あ
る
。
父
は
自
分
の
な
し
て
来
た

日
々
に
忠
実
で
あ
り
、
息
子
は
高
等
教
育

を
う
け
ド
イ
ツ
へ
留
学
す
る
エ
リ
ー
ト
の

建
築
技
師
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
二
人

が
、〈
和
魂
洋
才
〉
の
技
術
で
力
を
あ
わ

せ
て
四
天
王
寺
の
巨
大
な
鐘
の
鋳
造
に
む

か
っ
て
い
く
が
…
…
と
い
う
も
の
が
た
り

だ
が
、
よ
く
史
料
を
つ
か
っ
て
、
地
に
足

の
つ
い
た
叙
述
で
よ
み
や
す
い
。
材
料
を

わ
が
も
の
に
し
た
、
こ
な
れ
た
文
章
で
あ

る
」　　
　
　
　
　

 （
三
木
卓
氏
の
選
評
）

松
本
氏
は
昭
和
50
年
3
月
文
学
部
卒

業
、静
岡
県
下
で
公
立
高
校
教
諭
と
な
り
、

定
年
時
は
、浜
松
江
之
島
高
等
学
校
校
長
。

大
黒
み
ほ
さ
ん
（
文
58
）

『
こ
め
だ
し
だ
い
こ
く
』
出
版平

成
2
年

3
月
卒
業
の

大
黒
み
ほ
さ

ん
が
、
福
音

館
書
店
「
こ

ど
も
の
と

も
」
742
号
と

し
て
『
こ
め

だ
し
だ
い
こ

く
』（
大
黒

み
ほ
再
話　

斉
藤
隆
夫
絵　

―
愛
媛
の
昔
話
―
）
を
出

版
。「
愛
媛
と
大
分
に
ま
た
が
る
瀬
戸
内

に
伝
わ
る
昔
話
を
伊
予
の
こ
と
ば
に
再

話
」（
編
集
部
だ
よ
り
）
し
た
も
の
。

大
黒
さ
ん
は
、
第
13
回
創
作
コ
ン
ク
ー
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会
員
か
ら
の
便
り

ル
童
謡
・
少
年
詩
部
門
優
秀
賞
（
日
本
児

童
文
芸
家
協
会
）
を
受
賞
。
日
本
文
芸
家

協
会
会
員
。

三
遊
亭
兼
好
さ
ん
（
文
60
）

エ
ッ
セ
イ
集
『
お
二
階
へ
ご
案
内
～
』

刊
行落

語
家
と
し
て
活
躍
中
の
三
遊
亭
兼
好

さ
ん
が
、「
東
京
か
わ
ら
版
」
連
載
中
の

エ
ッ
セ
イ
「
お
二
階
へ
ご
案
内
」
を
出
版

し
た
。
副
題
は
「
虎
の
巻
、
妻
と
上
手
に

生
き
る
方
法
」。

本
年
6
月
5
日
付
の
読
売
新
聞（
夕
刊
）

文
化
欄
で
「
芸
歴
20
年　

三
遊
亭
兼
好
」

「
あ
く
ま
で
明
る
い
高
座
」「
連
載
エ
ッ
セ

イ
書
籍
化
へ
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

三
遊
亭
兼
好
さ
ん
は
、
福
島
県
会
津
若

松
出
身
。
92
年
３
月
文
学
部
国
文
学
科
卒

業
。
紙
卸
問
屋
、
タ
ウ
ン
誌
記
者
、
魚
河

岸
で
軽か

る

子こ

（
魚
を
運
ぶ
人
）
を
経
て
98
年

8
月
、28
歳
で
三
遊
亭
好
楽
に
入
門
し「
好

作
」。
98
年
10
月
前
座
。
02
年
3
月
二
ツ

目
に
昇
進
し
「
好
二
郎
」。
08
年
9
月
真

打
に
昇
進
し
て
「
兼
好
」。

古
典
に
巧
み
な
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
、
軽

妙
洒
脱
な
高
座
で
人
気
が
高
い
。

「
三
遊
亭
兼
好
芸
歴
20
周
年
記
念
公
演
」

の
関
東
ツ
ア
ー
+1
が
、
来
年
2
月
９
日
に

埼
玉
、
10
日
に
東
京
、
23
日
に
千
葉
で
、

3
月
は
15
日
に
神
奈
川
、
31
日
に
福
島
で

予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
で
は
毎
週

金
曜
夜
11
時
55
分
～
12
時
「
ま
る
っ
と
兼

好
。」
を
放
送
中
。

古
谷
田
奈
月
さ
ん
（
文
72
）

「
無
限
の
玄
」
で
三
島
賞
受
賞

「
風
下
の
朱
」
で
芥
川
賞
候
補

昨
年
『
リ
リ
ー
ス
』
で
第
34
回
織
田
作

之
助
賞
を
受
賞
し
た
古
谷
田
奈
月
さ
ん
の

近
作
「
無
限
の
玄
」
が
第
31
回
三
島
由
紀

夫
賞
を
受
賞
、「
風
下
の
朱
」
が
第
159
回

芥
川
龍
之
介
賞
候
補
作
と
な
り
ま
し
た
。

両
作
品
を
収
載
し
た
著
書
が
筑
摩
書
房
か

ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

古
谷
田
さ
ん
は
、
平
成
16
年
3
月
文
学

部
国
文
学
科
卒
業
。
同
氏
に
は
、『
星
の

民
の
ク
リ
ス
マ
ス
』、『
ジ
ュ
ン
の
た
め
の

６
つ
の
小
曲
』、『
望
む
の
は
』（
い
ず
れ

も
新
潮
社
）
等
の
著
作
が
あ
り
ま
す
。

近
世
文
学
専
攻
か
ら
の
転
身

―
中
国
語
を
学
び
外
務
省
へ
―

小
松
道
彦
（
文
47
）

会
員
の
皆

様
、
こ
ん
に
ち

は
。
私
は
昭
和

54
年
3
月
文
学

部
国
文
学
科
卒

業
の
小
松
道
彦

と
申
し
ま
す
。
現
在
は
、
在
重
慶
日
本
国

総
領
事
館
で
総
領
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
53
年
（1978

年
）
8
月
、
卒
業
後

の
就
職
を
考
え
て
い
た
頃
で
し
た
。
ニ
ュ

ー
ス
で
、
日
中
平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ

れ
た
と
聞
い
た
と
き
、
今
で
も
な
ぜ
か
不

思
議
で
す
が
、
急
に
「
こ
れ
か
ら
日
中
関

係
が
緊
密
に
な
る
時
代
が
来
る
」
と
い
う

考
え
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

翌
年
春
の
就
職
は
せ
ず
、
卒
業
後
外
国
語

学
校
に
入
り
、
大
学
で
学
ん
だ
中
国
語
を

1
年
間
徹
底
的
に
勉
強
し
直
し
ま
し
た
。

そ
の
後
外
務
省
に
入
省
し
、
専
門
職
と

し
て
外
務
本
省
の
ほ
か
在
中
国
大
使
館
、

在
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
総
領
事
館
、
在
広
州

総
領
事
館
等
勤
務
を
経
て
現
在
に
至
り
ま

す
。
そ
の
間
、
日
本
台
湾
交
流
協
会
に
出

向
し
台
湾
に
も
勤
務
し
ま
し
た
。
た
ぶ
ん

こ
こ
重
慶
が
最
後
の
勤
務
地
と
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
本
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結
40
周
年
の
年
で
す
。
冒
頭
で
申
し
上

げ
た
、
自
分
が
日
中
関
係
の
仕
事
を
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
理
由
に
鑑
み
れ
ば
、

日
中
平
和
友
好
条
約
40
周
年
の
年
に
重
慶

総
領
事
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

当
館
の
管
轄
地
域
は
中
国
の
西
南
地
域

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、
直
轄
市
で
あ
る

重
慶
市
の
他
に
四
川
省
、
雲
南
省
お
よ
び

貴
州
省
で
、
全
体
の
面
積
は
日
本
の
3

倍
、
人
口
は
2
億
人
と
い
う
広
大
な
地
域

で
す
。
そ
し
て
こ
の
西
南
地
域
に
は
漢
民

族
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
少
数
民
族
が

住
ん
で
お
り
、多
種
多
彩
な
文
化
が
あ
り
、

大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
は
中
国
は
日
本
と
ま
さ
に
一
衣
帯

水
の
環
太
平
洋
国
家
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
こ
中
国
の
内
陸
部
に
来
て
み

る
と
、
中
国
は
、
西
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ

な
が
り
、
南
は
南
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア

に
つ
な
が
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
の
広

大
な
国
家
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
日
本
に
対

し
て
友
好
的
で
日
本
へ
の
関
心
が
高
く
、

訪
日
観
光
客
も
増
加
の
一
途
で
す
。
そ
し

て
多
く
の
若
者
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
お

り
、
日
本
へ
の
留
学
も
増
え
て
い
ま
す
。

総
領
事
館
の
主
な
仕
事
は
、
日
本
人
旅

行
者
や
在
留
邦
人
の
保
護
、
日
本
企
業
の

支
援
、
相
手
国
人
等
へ
の
ビ
ザ
の
発
行
、
両

国
の
友
好
関
係
の
促
進
等
で
す
。
私
は
、
日

本
と
中
国
は
も
っ
と
も
っ
と
相
互
理
解
を
深

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
青
少
年
の
交
流
が
重
要
で
す
。
中
国

文
学
で
も
伝
統
あ
る
二
松
學
舍
が
、
こ
れ

か
ら
も
そ
の
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
す
る
次
第
で
す
。
二

松
學
舍
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
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『
金
魚
玉
』
で
俳
人
協
会
新
人
賞
受
賞

黒
澤
麻
生
子
（
文
63
）

昨
年
の
夏
、

第
一
句
集
『
金

魚
玉
』
を
上
梓

し
ま
し
た
。
25

歳
で
始
め
た

俳
句
、
約
20
年

間
の
句
を
纏
め
た
句
集
で
す
。
25
歳
か
ら

の
20
年
と
い
え
ば
人
生
に
お
い
て
と
て
も

変
化
の
大
き
い
年
月
で
あ
り
、
私
に
も
結

婚
、
転
職
、
母
の
死
な
ど
様
々
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
大
学
卒
業
時
は

超
就
職
氷
河
期
、
何
事
も
順
風
満
帆
に
は

い
か
ぬ
覚
悟
は
で
き
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
年
月
を
支
え
て
く
れ

た
の
が
俳
句
の
存
在
で
し
た
。
喜
怒
哀
楽

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
俳
句
に
詠
み
こ
む
こ
と

で
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
も
意
味
の
あ
る
こ

と
と
な
り
、
前
に
進
む
勇
気
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
個
人
的
な
要
素

の
詰
ま
っ
た
句
集
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
句
集
を
「
俳
人
協
会
新
人
賞
」「
与
謝

蕪
村
新
人
賞
」
受
賞
と
い
う
形
で
評
価
し

て
い
た
だ
い
た
の
は
存
外
の
喜
び
で
、
つ

く
づ
く
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

句
集
の
あ
と
が
き
に
も
書
き
ま
し
た

が
、
句
集
名
『
金
魚
玉
』
は
、〈
金
魚
玉

む
か
し
の
こ
と
は
い
き
い
き
と
〉
か
ら
採

り
ま
し
た
。
現
在
、
私
は
在
宅
高
齢
者
を

支
え
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
、
日
々
訪
問
を
繰
り
返
す
中
で
得

た
句
で
す
。
ど
ん
な
に
高
齢
に
な
っ
て
も

昔
の
き
ら
き
ら
と
し
た
思
い
出
を
心
の
奥

環
境
保
全
の
取
り
組
み冨

樫
里
真
（
文
65
）

人
は
、
時
に

思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
方
向
に

進
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

大
学
時
代
か

ら
、
私
は
日
本
語
教
師
と
し
て
日
本
と
外

国
の
橋
渡
し
に
な
る
仕
事
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
海
で
日
本
語
学
校
を
設
立

す
る
際
の
お
手
伝
い
を
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
そ
こ
で
砂
漠
化
防
止
活
動
に
取
り
組

む
夫
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、

典
型
的
な
文
系
で
理
系
分
野
と
は
全
く
縁

の
な
か
っ
た
私
が
、
環
境
問
題
、
と
り
わ

け
砂
漠
化
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
年
間
約
6
万
㎢
が
砂
漠
化
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
九
州
と
四
国

を
足
し
た
ぐ
ら
い
の
面
積
で
す
か
ら
、
単

純
に
計
算
す
る
と
数
年
で
日
本
列
島
が
砂

漠
化
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
と
な

り
ま
す
。
も
し
こ
の
ま
ま
砂
漠
化
が
進
め

ば
、
住
む
場
所
を
追
わ
れ
る
人
々
が
増
え

る
ば
か
り
か
、耕
作
不
能
の
土
地
も
増
え
、

近
い
将
来
起
き
る
で
あ
ろ
う
食
糧
問
題
が

さ
ら
に
深
刻
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
迫
っ
て
い
る
今
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
背
景
と
価

値
観
を
持
っ
た
人
々
が
い
ま
す
が
、
こ
と

環
境
問
題
に
関
し
て
は
、
文
化
や
分
野
を

越
え
た
協
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
自
然
と
向
き
合
っ
て
い

く
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で
あ
り
、
活
動

を
持
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
持
続
的
な
活
動
と
理
解
を
広
め
る
た

め
に
少
し
で
も
何
か
で
き
れ
ば
と
思
い
、

2014

年
に
柏
市
で
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

弊
社
で
は
、
コ
ウ
バ
ク
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
と

い
う
漢
方
植
物
を
原
料
と
し
た
漢
方
の
薬

味
酒
「
遼
伝
来
福
酒
」
を
千
葉
大
学
の
池

上
文
雄
名
誉
教
授
の
指
導
の
も
と
開
発

し
、
健
康

維
持
や
不

妊
等
の
体

質
改
善
を

望
ま
れ
る

方
に
ご
愛

飲
い
た
だ

い
て
お
り

ま
す
。「
コ

ウ
バ
ク
ニ

ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
」
は
厚
生
労
働
省
に
よ
り
医

薬
品
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
ど
ん
な
植
物
か
ご
存
知
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
植
物
は
、
乾
燥
に

強
い
ソ
ウ
ソ
ウ
と
い
う
木
の
根
に
寄
生
す

る
植
物
で
、
ソ
ウ
ソ
ウ
を
植
林
し
て
か
ら

３
年
後
に
、そ
の
根
に
種
子
を
寄
生
さ
せ
、

さ
ら
に
３
年
間
、
合
わ
せ
て
6
年
の
歳
月

を
か
け
て
40
～
160
㎝
に
ま
で
生
長
し
ま

す
。
植
林
活
動
と
同
時
に
育
て
た
こ
の
コ

ウ
バ
ク
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
は
、
中
国
最
古
の

医
書
で
あ
る
「
神し

ん
の
う
ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う

農
本
草
経
」
に
は
、「
五

労
、
七
傷
を
主
治
し
、
中
を
補
い
、
茎
中

の
寒
熱
痛
を
除
き
、
五
臓
を
養
い
、
陰
を

底
に
持
ち
続
け
て
い
る
も
の
。
少
し
前
の

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
思

い
出
と
い
う
宝
物
を
大
切
に
、
胸
を
張
っ

て
今
日
を
生
き
て
ほ
し
い
、
句
集
名
に
は

そ
ん
な
思
い
も
込
め
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
は
書
道
や
中
国
文
学
を
学
ん
だ
の
に
、

ど
う
し
て
今
は
介
護
福
祉
の
世
界
に
い
る

の
だ
ろ
う
と
我
な
が
ら
可
笑
し
く
な
り
ま

す
が
、
人
生
な
ん
て
先
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
面
白
い
。
少
な
く
と
も
大
学
時
代
に

様
々
な
価
値
観
と
出
会
え
た
こ
と
、
文
学

を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
、
先
生
方
や
友
と

の
出
会
い
は
、
い
ま
の
仕
事
に
も
俳
句
に

も
活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
欲
張
り
に
何
で
も
や
っ
て
み
た

く
て
、
ど
れ
も
中
途
半
端
で
、
痛
い
目
に

も
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
楽
し
か
っ
た
あ
の

日
々
を
今
は
と
て
も
愛
お
し
く
思
い
出
す

の
で
す
。

さ
て
、
今
年
の
２
月
、『
朝
日
新
聞
』

に
拙
句
を
12
句
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
句
が
〈
人
生
百
年
時
代

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
〉。
仮
に
私
が
百

歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
す
れ
は
人
生
は
ま

だ
折
り
返
し
地
点
の
手
前
、
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い

う
仕
事
を
持
ち
つ
つ
、
俳
句
を
、
生
き
て

い
る
今
を
、
精
一
杯
詠
み
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
編
集
部
注
〉

　

朝
日
新
聞
の
掲
載
は
、
平
成
30
年
２
月

14
日
夕
刊
文
化
欄
「
あ
る
き
だ
す
言
葉

た
ち
」

植林したソウソウの根に寄生し、
成長したコウバクニクジュヨウ
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強
く
し
、
精
気
を
益
し
、
子
多
か
ら
し
む
。

婦
人
の
癥ち

ょ
う
か瘕
を
治
す
。」
と
、
365
種
の
養

命
薬
の
中
で
も
上じ

ょ
う
ぼ
ん品
と
し
て
収
載
さ
れ
て

い
ま
す
。「
遼
伝
来
福
酒
」
は
、
砂
漠
の

す
ぐ
側
で
暮
ら
す
農
牧
民
が
環
境
保
全
を

し
な
が
ら
６
年
の
歳
月
を
か
け
大
切
に
育

て
た
「
コ
ウ
バ
ク
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
」
を
原

料
と
し
て
い
る
の
で
す
。

私
は
、
た
ま
に
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
貢
献
だ
け
で
な
く
、
砂
漠
化
の
進

む
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
自
ら
の
手
で
故

郷
の
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
み
や
す
い

仕
組
み
に
育
て
、
ま
た
、
人
々
の
健
康
を

増
進
さ
せ
、
砂
漠
化
問
題
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
を
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
た
だ
「
環
境
の
た
め
」

と
い
う
こ
と
で
は
難
し
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
環
境
保
全
活
動
だ
け
で
生

活
の
糧
を
得
る
の
は
難
し
い
か
ら
で
す
。

ま
だ
ま
だ
国
や
大
手
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
活
動

を
、
環
境
保
全
活
動
そ
の
も
の
が
経
済
的

支
え
と
な
り
自
立
で
き
る
よ
う
な
支
援
へ

と
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
環
境
保
全
活
動
は
、
世
界

的
に
も
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。2015

年
9
月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

「SD
Gs

（Sustainable D
evelopm

ent 
Goals  

持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
に
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
気
候
変
動
、
陸
や
海

の
豊
か
さ
へ
の
取
り
組
み
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
小
さ

な
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
一

歩
こ
の
活
動
を
広
げ
、
未
来
を
担
う
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
く
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

大
学
時
代
は
、
将
来
自
分
が
環
境
問
題

を
支
援
す
る
事
業
に
関
わ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
考
え
て
み
れ

ば
、
私
が
日
本
語
教
師
と
い
う
仕
事
を
目

指
し
て
い
た
の
も
、
国
や
文
化
を
超
え
た

理
解
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で

あ
り
、
形
は
違
っ
て
も
根
本
的
な
部
分
で

は
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い
が
繋
が

っ
て
現
在
の
事
業
に
た
ど
り
つ
き
ま
し

た
。
大
学
1
、
2
年
を
過
ご
し
た
柏
で
起

業
し
た
こ
と
も
、
縁
あ
っ
て
の
こ
と
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
日
本
語
教
師
と
し
て
の
経
験
も

生
か
し
、
環
境
や
語
学
を
含
め
た
教
育
分

野
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
回
、
二
松
學
舍
大
学
卒
業
生
の
名
刺

交
換
会
で
お
会
い
し
た
卒
業
生
の
方
の
ご

紹
介
で
、
柏
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

と
し
て
「
遼
伝
来
福
酒
」
を
登
録
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
で
お
会
い
し
た

先
生
方
は
じ
め
諸
先
輩
方
に
も
温
か
い
激

励
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

会
員
か
ら
の
便
り
へ
の
寄
稿
の
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

夏
目
漱
石
と
の
縁

岩
渕
敏
司
（
文
66
）

松
苓
会
の
皆

様
、
こ
ん
に
ち

は
。
平
成
10
年

（1998

年
）
に

文
学
部
国
文
学

科
を
卒
業
致
し

ま
し
た
、
岩い

わ

渕ぶ
ち

敏と
し

司じ

と
申
し
ま
す
。
こ
の

度
は
僕
の
よ
う
な
人
間
に
、
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
実
は

せ
っ
か
く
二
松
學
舍
大
学
に
入
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
来
目
標
と
し
て
い
た
教

員
に
も
な
ら
ず
、
企
業
に
も
就
職
せ
ず
、

「
俳
優
」
を
志
し
て
し
ま
っ
た
不
届
き
者

が
こ
の
僕
な
の
で
す
。
し
か
し
二
松
出
身

で
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
多
く
、
こ
の

近
況
が
「
二
松
出
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
ん
な
生
き
方
を
し
て
き
た
者
も
い
る
ん

だ
よ
」
と
い
う
サ
ン
プ
ル
に
な
れ
ば
幸
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
学
生
時
代
に
は
、
故
・
今
西
幹

一
先
生
の
近
代
文
学
の
ゼ
ミ
に
入
り
、
白

樺
派
を
中
心
に
多
く
の
国
文
学
に
触
れ
な

が
ら
、ク
ラ
ブ
活
動
で
は
「
狂
言
研
究
会
」

に
入
り
、
師
範
の
大
蔵
吉
次
郎
先
生
を
は

じ
め
、
諸
先
輩
や
同
期
の
部
員
ら
か
ら
、

た
く
さ
ん
学
ば
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
活
動
か
ら
「
自
分
に
で
き
る
表
現

の
楽
し
さ
」
に
の
め
り
込
ん
で
行
き
、
大

劇
場
か
ら
小
劇
場
ま
で
様
々
な
現
代
の
演

劇
を
勉
強
し
始
め
、
い
つ
の
間
に
か
進
路

を
「
俳
優
」
に
定
め
て
い
ま
し
た
。

今
西
先
生
に
相
談
の
際
に
い
た
だ
い
た

「
俳
優
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
優
れ
た
俳

優
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
も
多

い
だ
ろ
う
。
も
し
そ
の
時
に
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
が
生
ま
れ
た
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
打

破
し
て
ゆ
く
の
が
君
の
仕
事
で
す
よ
」
と

い
う
お
言
葉
は
今
で
も
強
烈
に
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
小
劇
場
を
中
心
に

俳
優
と
し
て
の
研
鑽
を
積
み
、
こ
の
頃
で

は
テ
レ
ビ
（「
相
棒
」
等
）
や
映
画
・
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
お
仕
事
を
頂
き
な
が
ら
生

活
を
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
い
よ
い
よ
、
松
苓
会
の

皆
様
に
も
喜
ん
で
頂
け
る
お
話
を
。

昨
年
、愛
媛
県
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
」

の
「52days

～
愚
陀
佛
庵
、
二
人
の
文

豪
～
」と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
し
、

正
岡
子
規
役
を
1
年
間
務
め
て
参
り
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
話
に
は
子
規
と
も
う
一

人
の
主
役
が
い
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
二

松
學
舍
に
も
縁
の
深
い
「
夏
目
漱
石
」
で

す
。
文
学
系
の
舞
台
に
出
演
で
き
た
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
卒
業
し
て
か
ら
20

年
経
っ
て
つ
い
に
僕
は
、
役
と
は
い
え
漱

石
と
芝
居
が
で
き
た
の
で
す
。
二
松
出
身

者
と
し
て
は
非
常
に
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
し
、
二
松
で
学
ん
だ
漱
石
と
共

演
で
き
る
と
は
！
！
二
松
學
舍
で
養
っ
た

血
と
肉
が
こ
の
機
会
を
引
き
寄
せ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

さ
て
、
次
な
る
目
標
は
「
漱
石
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
」
と
共
演
す
る
こ
と
で
す
。
そ
ん

な
日
を
夢
見
て
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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学
生
会
員
だ
よ
り

今
号
か
ら
学
生
会
員
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。
今

回
は
、
学
生
会
執
行
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

学
生
会
活
動
・
新
入
生
歓
迎
式
典

　
　
　

宮
下
凌
輔

平
成
30
年
度
学
生
会
執
行
委
員
会
会
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
、
２
年
の
宮み

や

下し
た

凌
り
ょ
う

輔す
け

で
す
。
昨
年
の
12
月
に
行
わ
れ
た
学
生

会
長
選
挙
に
当
選
し
、
就
任
い
た
し
ま
し

た
。今

回
は
私
た
ち
学
生
会
執
行
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。
学
生
会
執
行
委
員
会
と
し

て
の
任
期
は
１
月
か
ら
12
月
と
な
っ
て
お

り
、
学
生
会
は
１
年
生
、
２
年
生
が
メ
イ

ン
で
活
動
し
て
お
り
、
新
入
生
歓
迎
式

典
、
定
期
学
生
総
会
、
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、

柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
と
い
っ
た
行
事
を
主
に
運

営
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
が
年

の
前
半
に
集

中
し
て
い
る

た
め
、
ま
た

11
月
に
行
わ

れ
る
創
縁
祭

に
向
け
て
大

掛
か
り
な
準

備
を
行
う
た

め
、
夏
休
み

頃
か
ら
は
学

園
祭
実
行
委

員
会
と
名
前

を
変
え
、
３

年
生
を
加
え

て
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
各
行
事
に
は
責

任
者
が
お
り
、
の
ち

の
文
章
に
て
報
告
と

紹
介
を
い
た
し
ま

す
。新

入
生
歓
迎
式
典

は
、
新
し
く
入
学
し

た
１
年
生
を
歓
迎
す
る
大
事
な
行
事
と
な

っ
て
お
り
、
我
々
学
生
会
に
と
っ
て
も
初

め
て
の
、
大
変
重
要
な
行
事
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

た
先
輩
方
の
手
を
離
れ
、
２
年
生
だ
け
で

運
営
し
て
ゆ
く
の
は
不
安
も
多
く
、
た
く

さ
ん
の
問
題
点
と
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
は

じ
め
こ
そ
前
途
多
難
な
予
感
が
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
学
生

支
援
課
の
皆
様
や
父
母
会
の
方
々
の
協
力

の
お
か
げ
で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

学
生
会
執
行
委
員
会
、
学
園
祭
実
行
委

員
会
は
多
く
の
方
の
支
援
と
協
力
の
上
に

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
対
す
る
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
会
執
行

委
員
会
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

定
期
学
生
総
会　
　
　
　
　

齊
藤
太
一

平
成
30
年
度
定
期
学
生
総
会
責
任
者
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
２
年
の

齊さ
い

藤と
う

太た

一い
ち

で
す
。
平
成
30
年
度
定
期
学
生

総
会
を
５
月
19
日
（
土
）
に
九
段
キ
ャ
ン

パ
ス
一
号
館
中
洲
記
念
講
堂
に
て
行
い
ま

し
た
。
学
生
総
数2963

名
の
う
ち1395

名
が
委
任
状
提
出
を
し
、
当
日
は
100
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
、
学
生
会
執
行
委
員

会
役
員
紹
介
に
加
え
て
前
年
の
活
動
報

告
、
決
算
報
告
、
今
年
の
活
動
予
定
、
予

算
案
、
規
約
の
改
定
、
学
生
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
議
案
の
協
議
を
致
し
ま
し
た
。

議
案
は
、
創
縁
祭
の
振
替
休
日
を
設
け

る
件
、
授
業
等
で
必
要
と
な
る
資
料
の
印

刷
を
円
滑
に
行
う
た
め
両
替
機
を
設
置
希

望
の
件
、
手
数
料
無
し
で
対
応
し
て
い
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
の
件
、
一
号
館
に
ジ
ェ
ッ
ト

タ
オ
ル
と
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
希
望

の
件
の
４
つ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ　
　
　
　
　

小
磯
彩
歌

九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ2018

責
任
者
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
２
年
の
小こ

礒い
そ

彩あ
や

歌か

で
す
。
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
６
月
17
日

（
日
）
に
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ

た
文
化
系
団
体
の
文
化
祭
で
す
。
今
年
は

「
響
」
と
い
う
テ
ー

マ
、「
九
段
祭
Ｐ
Ｏ

Ｐ
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
と
ひ
と
つ
の
音

を
奏
で
た
い
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
学
生
会
執
行
委

員
会
を
中
心
に
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。梅

雨
時
の
た
め
開

催
当
日
は
雨
天
が
心

配
で
し
た
が
、
雨
が

降
る
こ
と
な
く
過
去

最
高
の
264
名
と
い
う

多
く
の
方
に
来
場
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
九
段
祭

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
参
加
を
決

め
て
い
た
だ
い
た
団

体
の
皆
様
の
お
陰
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
中
洲
記
念
講
堂
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

で
は
発
表
を
行
っ
て
い
る
各
団
体
と
発
表

を
見
に
来
て
い
る
来
場
者
の
方
々
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
多
々

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
教
室
発
表
で
も
各

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
特
色
を
活
か

し
た
素
晴
ら
し
い
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い

る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
会
執
行
委
員
会
で
も
１
年
生
が

主
体
と
な
っ
て
企
画
を
考
え
た
学
生
会
執

行
委
員
会
企
画
も
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
と
こ
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

例
年
人
気
の
ビ
ン
ゴ
大
会
や
、
九
段
祭
Ｐ

Ｏ
Ｐ
に
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
記
念
に
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
プ
ラ
バ

ン
で
作
る
企
画
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と

ボ
ー
リ
ン
グ
を
開
催
し
た
縁
日
な
ど
が
人

気
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
生
会
執
行
委
員

会
企
画
は
来
場
者
の
思
い
で
と
し
て
、
心

の
片
隅
に
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
の
お
陰
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。



22

二松學舍松苓会報 No.60 2018年9月25日

柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ　
　
　
　
　

新
倉
大
輝

柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ2018

責
任
者
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
２
年
の
新に

い

倉く
ら

大だ
い

輝き

で
す
。
本
年
度
も
例
年
同
様
、
本
学

柏
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
『
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
』

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
、
柏
祭
Ｇ

Ｕ
Ｔ
Ｓ
が
６
月
下
旬
梅
雨
時
の
開
催
で
あ

る
た
め
、
本
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用

し
て
の
競
技
は
行
わ
ず
、
体
育
館
で
の
一

競
技
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
み
の
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。
室
内
の
み
で
の
競
技
開
催

と
い
う
こ
と
で
雨
天
の
心
配
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
例
年
二
競
技
開
催
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
を
本
年
度
は
、
一
競
技
開

催
。
エ
ン
ト
リ
ー
期
限
終
了
間
近
に
な
っ

て
も
参
加
チ
ー
ム
は
思
う
よ
う
に
募
ら

ず
、
最
悪
の
場
合
、
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
を
中

止
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
の
想
い
、役
員
の
想
い
が
通
じ
た
の
か
、

最
後
の
最
後
で
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
を
開
催
で

き
る
数
の
チ
ー
ム
が
集
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
テ
ー
マ

は
、『
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
』。目
指
せ
勝
利
！

目
指
せ
優
勝
！

と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
し
た
。
役

員
間
で
選
び
、
決

定
し
た
こ
の
テ

ー
マ
と
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
柏

祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
開

催
日
に
照
準
を

合
わ
せ
、
準
備
を

進
め
て
参
り
ま

し
た
。
開
催
日
当

日
の
参
加
チ
ー
ム
の

皆
様
の
楽
し
そ
う
な

笑
顔
、
全
力
で
勝
利

を
目
指
す
そ
の
ひ
た

む
き
な
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、
私
自
身

と
て
も
感
慨
が
深
く

な
り
ま
し
た
。先
程
、

私
は
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
開
催
日
に
照
準
を

合
わ
せ
、
準
備
を
進
め
て
き
た
と
述
べ
ま

し
た
。
正
直
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
く

中
で
私
は
、「
責
任
者
」
と
い
う
責
務
を

投
げ
出
し
て
し
ま
い
た
く
な
る
時
が
あ
り

ま
し
た
。
責
任
者
と
い
う
重
圧
、
孤
独
に

何
度
か
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
私
に
同
じ
サ
ー
ク
ル
の
役

員
が
、
仲
間
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま

し
た
。
弱
音
を
吐
く
私
に
、「
頑
張
れ
」

と
い
う
言
葉
で
は
な
く
、「
一
緒
に
頑
張

ろ
う
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
に
ど
れ
ほ
ど
心
を
救
わ
れ

た
で
し
ょ
う
。仲
間
の
存
在
に
は
本
当
に
、

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ

終
了
後
に
は
、
参
加
チ
ー
ム
の
皆
様
か

ら
「
来
年
も
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
す
る
」
と

い
う
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
私

が
こ
の
よ
う
な
大
変
有
難
い
お
言
葉
を
い

た
だ
け
た
の
も
、
仲
間
の
支
え
、
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。学

生
会
執
行
委
員
会
役
員
、
柏
祭
Ｇ
Ｕ

Ｔ
Ｓ2018

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
チ
ー
ム

の
皆
様
、
そ
し
て
私
に
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
全
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
刻
む
～
平
成
最
後
の
創
縁
祭
～
』

　

富
田
樹
里

学
園
祭
実
行
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
、
３
年
の
富と

み

田た

樹じ
ゅ

里り

で
す
。

本
年
度
の
創
縁
祭
の
テ
ー
マ
は
『
刻
む

～
平
成
最
後
の
創
縁
祭
～
』
で
す
。
こ
の

テ
ー
マ
に
は
「
創
縁
祭
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
る
方
々
と
共
に
刻
む
時
間
を
大
切
に
し

た
い
」
そ
し
て
「
楽
し
さ
・
喜
び
・
感
動

が
、
心
に
刻
ま
れ
る
よ
う
な
充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
縁
祭
で
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
ク
ラ

ブ
、
サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
る
発

表
や
模
擬
店
の
出
店
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、そ
の
内
容
は
年
々
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
大
変
有
難
い
こ
と

に
総
来
場
者
数
が
毎
年
増
加
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
何
よ
り
の
証
拠
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
新
た
に
設
置
さ

れ
た
『
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
』
の
学

部
生
に
よ
る

参
加
な
ど
が

見
ら
れ
、
新

し
い
風
が
舞

い
込
ん
で
き

た
か
の
よ
う

に
変
化
の
兆

し
が
見
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
今

日
に
至
り
ま

し
て
は
開
催

ま
で
残
り
一

ヶ
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
参
加
団
体

が
発
表
や
展
示
な
ど
に
向
け
、
稽
古
や
準

備
に
奮
闘
し
て
い
る
最
中
で
す
。
昼
休
み

や
放
課
後
に
は
、
必
ず
ど
こ
か
の
団
体
が

準
備
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
、「
い
よ

い
よ
開
催
が
近
づ
い
て
い
る
の
だ
な
」
と

よ
う
や
く
実
感
が
わ
い
て
き
た
も
の
で

す
。そ

し
て
、
か
く
い
う
私
た
ち
実
行
委
員

会
も
、
参
加
団
体
に
向
け
た
説
明
会
や
当

日
実
施
す
る
催
し
物
の
検
討
、
構
内
を
彩

る
装
飾
物
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
芸
能
人
を
招
致
し
た
『
声
優
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
』『
お
笑
い
ラ
イ
ブ
』
や
豪
華
景

品
の
当
た
る
『
ビ
ン
ゴ
大
会
』
は
す
っ
か

り
創
縁
祭
の
目
玉
と
し
て
浸
透
し
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
ち
ら
も
前

年
以
上
に
工
夫
を
凝
ら
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
た
内
容
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
実
行

委
員
一
同
準
備
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
私
ご
と
に
は
な
り
ま
す
が
、

３
年
次
生
が
実
行
委
員
と
し
て
活
動
す
る

の
は
今
年
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
大
学
で

の
活
動
や
平
成
と
い
う
時
代
の
終
わ
り
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
中
「
最
後
」
と
い
う

言
葉
は
私
た
ち
に
、
思
い
切
り
と
や
る
気

を
与
え
て
く
れ
る
魔
法
の
言
葉
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
皆
様
も「
平
成
最
後
」

に
思
い
切
っ
て
、

創
縁
祭2018

に

足
を
お
運
び
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
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松苓会（同窓会）より　アンケートにご回答のお願い
　松苓会では、平成 27 年度の総会で、松苓会の将来のあ
り方等を検討するため、基本問題検討委員会を設置しまし
た。これまで 15 回にわたり委員会を開催し、松苓会のあ
り方・目的、事業・活動、組織・運営、財政・会費、会則・
細則等諸規程の整備など、松苓会の諸活動全般にわたる検
討を行っています。
　平成 29年 2月に第 1次答申（松苓会貸与奨学金を給付
奨学金に変更する件）、平成 30年 4月には第 2次答申（松
苓会に新に「学生会員」を設ける件）を行い、本年度中に
最終答申をまとめることとしています。委員会では、検討

資料とするため、松苓会員、支部長、大学教職員、学生向
けの 4種類のアンケートを作成し、実施に移しています。
　今回のアンケート実施は、会員の皆様の松苓会に対する
ご意見、要望等を聞き、今後の松苓会活動に生かしていく
ために実施するものです。アンケート用紙での回答にはこ
だわりませんので、貴重なご意見等をお寄せいただければ
幸いです。
　回答は、ファックス、メール、文書等で、またアンケー
ト用紙が必要な場合は、松苓会本部にお問い合わせ下さい。

松苓会 E-mail　shourei@nishogakusha-u.ac.jp

（会員向けアンケート）
　松苓会では基本問題検討委員会を設け、同窓生の活発な活動参加や若い同窓生の参加を図る改革と活性化を
考えています。そこで会員の皆さまのご意見を伺い、お知恵も提供していただきたく、アンケートを作成いた
しました。
　上記の趣旨をご理解いただき、アンケート回答にご協力をお願い申し上げます。
　　回答方法　　該当する選択肢を〇で囲む　　　　　　　　　には記述　（この頁では　　　　　を省略）

１、 会員の皆さまの日常や各支部の活動内容におい
て、松苓会がお手伝いや協力ができることはあ
りますか。

　　　　ア　ある　　　　　　　イ　ない

２、アンケート１で「ある」と回答された場合その
具体的内容を書いてください。

３、 松苓会は、ａ会報の発行、ｂ各行事に際しての
母校支援、ｃホームカミングデーの親睦会など
の卒業生支援、ｄ１００円朝食や奨学金等の学
生支援、ｅ各県の支部会支援、ｆ在校生教育支
援助成事業を行っております。このことを知っ
ていますか。　〈ａ　ｂ　ｃ　ｄ　ｅ　ｆの記号
でご回答ください〉

　　ア　知っている項目
　　イ　知らない項目

４、 アンケート３の各項目について、問題点等も含
めてご意見やアドバイスがあれば、項目記号を
お示しの上でご記入ください。

５、 入学時に入会金を支払っている在学生が会員（学
生会員）として松苓会に所属し、活動に参加し
てもらうことを検討しております。このことに
ついてご意見をお聞かせください。

６、 松苓会が同窓会として活動すべきことや、会員
の皆さまの組織として存続するために、今後ど
のような運営が望まれるかについて具体的な事
業提案やアドバイス、アイデアをご提供くださ
い。

７、上記の他にご自由にご意見をお聞かせください。

三
本
木
か
や
乃
さ
ん

学
生
清
書
コ
ン
ク
ー
ル
で
総
理
大
臣
賞

第
70
回
全
日
本
学
生
清
書
コ
ン
ク
ー
ル

（
読
売
新
聞
社
な
ど
主
催
）
で
文
学
部
1

年
次
（
現
在
は
２
年
次
）
の
三
本
木
か
や

乃
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
。
2

年
次
（
現
在
は
3
年
次
）
の
山
口
真
由
さ

ん
が
入
賞
（
推
薦
）
を
果
た
し
た
。
入
賞

作
品
展
が
3
月
29
日
～
31
日
、
授
賞
式
が

31
日
に
中
央
区
京
橋
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行

わ
れ
た
。

平
成
29
年
度
学
生
褒
賞

　

個
人
26
人
、
2
団
体
を
表
彰

平
成
29
年
度
中
に
課
外
活
動
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
「
学
生

褒
賞
」
の
授
与
式
が
、
平
成
30
年
3
月
、

5
月
に
行
わ
れ
た
。
課
外
活
動
優
秀
者
表

彰
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
学
、
大
学
父
母
会
、

松
苓
会
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
実
施
し
て
い

た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
大
学
、
父
母

会
、
松
苓
会
合
同
の
「
学
生
褒
賞
」
に
衣

替
え
し
、
卒
業
年
次
生
を
対
象
と
し
た
授

与
式
が
、3
月
15
日（
木
）の
卒
業
式
後
に
、

同
じ
会
場
で
行
わ
れ
、
学
長
、
父
母
会
長
、

松
苓
会
長
連
名

の
表
彰
状
が
5

人
に
授
与
さ
れ

た
。
在
学
生
の

対
象
者
個
人
21

人
、
2
団
体
へ

の
授
与
式
は
、

5
月
7
日（
月
）

に
大
学
で
行
わ

れ
た
。
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皆様の記事も、事務局にお寄せいただければ幸いです。

www.nishogakusha-u.ac.jp
shourei@nishogakusha-u.ac.jp

　松苓会報の表紙は、現在の二松學舍の姿をお知らせし
てきました。１号館から４号館の建物、２号館前の２本
の松、夏目漱石アンドロイドも登場しました。今回の写
真は、平成 30 年４月から利用を開始した５号館です。
宝来屋さんの二軒隣が４号館、その二軒隣が５号館です。

二松學舍大学（松苓会）
　ホームページ
　松苓会 E-mail

平
成
13
年
度
以
前
の
卒
業
生
の
方
へ

終
身
会
員
手
続
き
の
お
願
い

松
苓
会
の
運
営
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が

終
身
会
員
の
会
費
で
賄
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
終
身
会
費
1
万
円
を
納
入
し
て
い
た

だ
く
と
終
身
会
員
に
な
り
、
会
報
の
毎
回

送
付
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内
が

毎
年
届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
終
身
会
員

の
手
続
き
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

第
100
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
（
主
催
　
朝
日
新
聞
社
　
日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟
）

　
附
属
高
校
野
球
部
　
2
年
連
続
3
度
目
の
夏
の
甲
子
園

井
上　

巽
名
誉
教
授

平
成
30
年
3
月
18
日
逝
去　

享
年
82
歳

井
上
名
誉
教
授
は
、
平
成
9
年
4

月
、
国
際
政
治
経
済
学
部
教
授
と
し

て
本
学
に
着
任
。
国
際
政
治
経
済
学

部
長
、
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学
研

究
科
長
、
副
学
長
や
、
学
校
法
人
の

評
議
員
、
常
任
理
事
を
歴
任
さ
れ
た
。

坂
本
和
生
氏
（
文
37
）

平
成
30
年
5
月
23
日
逝
去　

享
年
70
歳

坂
本
氏
は
、
本
学
卒
業
後
高
知
県

下
で
高
等
学
校
教
諭
を
務
め
ら
れ
、

県
立
高
校
校
長
を
最
後
に
定
年
退
職
。

平
成
5
年
か
ら
平
成
28
年
12
月
ま
で

高
知
県
支
部
長
を
務
め
ら
れ
た
。

百
田
和
史
氏
（
政
経
6
回
卒　

高
知
県
）

平
成
30
年
7
月
9
日
逝
去　

享
年
43
歳

百
田
氏
は
、
7
月
の
西
日
本
集
中

豪
雨
で
遭
難
し
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
100
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
大
会
が
8
月
5
日
か
ら
行
わ
れ
た
。

甲
子
園
大
会
初
戦
（
2
回
戦
）
は
、
大

会
8
日
目
（
8
月
12
日
）
第
1
試
合
で
広

陵
高
校
と
対
戦
、
５
対
２
で
快
勝
、
3
回

戦
に
駒
を
す
す
め
た
。
大
会
12
日
目
（
8

月
16
日
）
は
、
浦
和
学
院
高
校
に
６
対

０
で
敗
退

し
、
ベ
ス

ト
8
入
り

は
果
た
せ

な
か
っ
た
。

松
苓
会

本
部
で
は

こ
れ
ま
で

同
様
に
附

属
高
校
の

支
援
募
金

委
員
会
発

起
人
に
松

苓
会
長
が 

加
わ
り
、

支
援
募
金

に
応
ず
る

こ
と
を
決

定
し
、
加

え
て
役
員
、

支
部
長
宛

に
文
書
で

支
援
・
協

力
を
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。

今
回
も
近
畿
連
絡
協
議
会
（
代
表
末
吉

榮
三
氏
）
で
は
、
支
援
体
制
を
整
え
、
齋

藤
大
阪
府
支
部
長
、
武
内
兵
庫
県
支
部
長

や
多
く
の
支
部
会
員
が
応
援
に
か
け
つ
け

た
。
松
苓
会
本
部
か
ら
は
、
葊
田
会
長
や

役
員
が
甲
子
園
に
か
け
つ
け
た
。


